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［主な内容］

花火の正しい遊び方を学びました

特集  「自主防災を考える」前編
市政報告・懇談会を開催しました
新城市農業委員会委員一般選挙
ニューススポット
お知らせ
エコとぴっくす
しみんのトビラ
まちの話題
シリーズ　長篠・設楽原の戦い〔歴史秘話〕第６回
決戦に臨む信長の作戦「織田信長の手紙」

宇利保育園で「花火教室」開催

新
城
の
特
産
品〔
八
名
丸
さ
と
い
も
〕平
成
14
年「
あ
い
ち
の
伝
統
野
菜
」に
選
定
。
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent-hp.web.infoseek.co.jp/
をご確認ください。
開設日̶̶̶̶̶̶̶̶̶

開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶

歯科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

日曜日、国民の祝日、8月15日
および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。利用されるときは、
必ず「健康保険証」などをご
持参ください。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

内科、小児科
診療時̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後8時～午後11時
受付̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後7時30分～午後10時30分
開設日̶̶̶̶̶̶̶̶̶
月、火、金、土、日曜日
（祝日は除く）
休診日̶̶̶̶̶̶̶̶̶
水、木曜日、国民の祝日
および年末年始
開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶　
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　24-1161

住宅

市民病院

駐車場は、市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

　７月 28 日（木）に宇利保育園で、「花火
教室」が行われました。
　園児たちは消防署職員から、花火の遊
び方や衣服に着火してしまった場合の
対処方法などを教わりました。
　また、実際に屋外で一人ずつ花火を
使って、その遊び方をしっかり理解しま
した。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療受付時間
午後7時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

［今月の表紙］

今 月 の 人 口 平成23年8月1日現在（前月比）

総人口…50,351人（　－8）
男………24,821人（　　2）
女………25,530人（－10）
世帯数………………16,7２７

出生……  24人
死亡……  48人
転入……  86人
転出……  68人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が一致しない月もあります。
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7月届出分元気でよい子に…

※7月1日～31日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　

の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

放
送
日

番
組
内
容

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分　

②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分　
④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分　

⑥
午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に
更
新

9
月
の
番
組
表

秘
書
広
報
課     

23
‐
7
6
2
3
　
　info@

city.shinshiro.lg.jp

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

※
8
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。
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東
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田
）
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夜　間
診療所

休　日
診療所

くまがい医院（富永）
さくら眼科（上平井）
荻野医院（長篠）

茶臼山厚生病院（富沢）

おさだファミリークリニック（本町）

緑が丘診療所（緑が丘）

おさだファミリークリニック（本町）

あいきょうクリニック（大野田）

しんしろフィットクリニック（川路）

中根医院（本町）

宮本病院（海老）

しんしろフィットクリニック（川路）

米田内科（平井）

内山医院（平井）
石川整形外科クリニック（平井）
のだクリニック（中市場）

西新町内科整形外科外科医院（東新町）

中村医院（的場）

星野病院（大野）

中根医院（本町）

米田内科（平井）

ほうらいクリニック（大野）
皮フ科新栄クリニック（平井）
高木内科医院（栄町）

むらまつ内科（東新町）

のだクリニック（中市場）
石川整形外科クリニック（平井）
今泉病院（栄町）

内山医院（平井）

ちさと医院（杉山）

静巌堂医院（副川）

くまがい医院（富永）
春日眼科（杉山）
荻野医院（長篠）

ながしのクリニック（長篠）
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３歳（平成20年３月１２日生まれ） ６歳（平成1７年５月１０日生まれ）

︵
兄
︶
芝
桜
き
れ
い
だ
ね
～

︵
弟
︶
き
れ
い
だ
よ
～

堅太くん 大輝くん
けん た ひろ　き

9
月
7
日

　

～
９
月
１４
日

8
月
31
日

　

～
9
月
7
日

９
月
１４
日

　

～
９
月
2１
日

９
月
2１
日

　

～
９
月
２８
日

９
月
２８
日

　

～
10
月
５
日

・
新
城
薪
能

・
鳳
来
西
小
学
校　

２
週
目

・
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

（
自
治
基
本
条
例
）
を
つ
く
ろ
う
！
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城
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防
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訓
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な
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光
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自主防災を考える

→
東
日
本
大
震
災
で
の
市
消
防
職
員
の

　
支
援
活
動
の
よ
う
す

この特集は、市民編集員が企画・編集しました。

　

東
海
地
方
で
は
、
お
お
よ
そ
1
0
0

年
に
1
度
の
間
隔
で
、
巨
大
地
震
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
1
8
5
4
年
に
起
き

た
安
政
東
海
地
震
（
M
8
・
4
）
か
ら

既
に
1
5
0
年
。
30
年
以
内
に
M
8
以

上
の
大
規
模
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
、

87
％
で
あ
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
海
地
震
に
触
発
さ
れ
、
東
南

海
地
震
（
近
年
は
、
南
海
地
震
に
つ
い

て
も
）
も
連
動
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
震
が
起
き
た
場
合
、
新
城
市
に

住
む
私
た
ち
は
、
ど
ん
な
状
態
に
お
か
れ

る
の
か
。「
新
城
市
地
域
防
災
計
画
」で

は
、
左
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
ま
す
。（
地
震

が
想
定
ど
お
り
に
起
こ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
）

　

市
域
の
半
分
以
上
は
、
震
度
5
強
以

上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
震
度
5

強
で
は
重
い
家
具
が
倒
れ
、
6
弱
と
も

な
れ
ば
耐
震
性
の
低
い
家
屋
は
倒
壊
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。
液
状
化
現
象
が
発

生
す
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ

参
照
）

　

地
震
の
時
に
は
、
自
動
車
も
使
え
ま

せ
ん
。
ま
た
、
道
や
橋
が
崩
れ
、
山
間

部
で
は
い
く
つ
も
の
集
落
が
孤
立
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
幼
稚
園・保
育

園
・
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
、
働
き

に
出
て
い
る
家
族
の
安
否
確
認
や
、

帰
宅
・
避
難
所
へ
の
移
動
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
指
定
避
難
所

前
編

で
あ
る
学
校
か
ら
、
子
ど
も
を
帰
宅
さ

せ
る
こ
と
が
現
実
的
で
し
ょ
う
か
。

　

赤
ち
ゃ
ん
や
介
護
が
必
要
な
方
、
病

気
の
方
を
抱
え
る
ご
家
庭
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
衛
生
環
境
の
悪
化
や
、
医
療
の

手
の
届
か
な
い
過
酷
な
状
況
を
、
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
そ

れ
は
ま
さ
に
、
私
た
ち
自
身
、
そ
し
て

家
族
の
身
に
起
こ
る
災
い
で
す
。 

新
城
に
巨
大
地
震
が
起
き
た
ら

～自分と家族を守るために　誰かの力になれる自分であるために～

堤防を破壊し、船も家も車も人も飲み込みながらまちに襲い掛かる津波。
行方不明者の生存に望みをかけ、諦めと戦う家族の姿。

行政機関の機能が停止し、意思決定・情報伝達の手段を失った地域。
例年以上の寒さの中、あらゆるライフライン・流通が断たれ、

食事も暖をもとるすべもない被災生活。

2011年3月11日
この日からの出来事は、東海・東南海地震の想定被災地域である新城にとって

残酷なまでの教訓となりました。
この地震を経て、今、私たちにできること・なすべきことを考えてみました。

３ 〔前編〕特集 自主防災を考える

計測震度

新城市

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

　

震
災
は
、
予
測
の
と
お
り
訪
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
震
災
に
対
し
て
具
体
的
な
備

え
を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
図
表

の
よ
う
な
被
害
予
測
を
立
て
て
い

ま
す
。

　

一
口
に
被
害
予
測
と
言
っ
て
も
、

「
そ
の
時
」
が
昼
間
な
の
か
夜
な
の

か
、
厳
寒
期
な
の
か
盛
夏
な
の
か

に
よ
っ
て
随
分
異
な
り
ま
す
。
ま

た
、
台
風
や
大
雨
な
ど
と
重
な
る

よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
被
害
は

一
層
拡
大
し
、
救
助
も
難
航
す
る

で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
そ
う
い
う

ケ
ー
ス
も
想
定
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
新
城

で
は
、
行
政
・
民
間
が
共
に
「
被
害

を
最
小
に
抑
え
る
た
め
」
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
液
状
化
現
象
に
よ
り
、

建
物
の
全
半
壊
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

機
能
障
害
が
起
こ
り
、
避
難
所
生

活
者
は
、
最
大
で
3
’0
0
0
人
以

上
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

救
助
活
動
な
ど
の
人
的
支
援
、
車

両
、
資
機
材
、
施
設
の
提
供
・
開
放

な
ど
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
協
力

す
る
、
市
内
事
業
者
の
登
録
制
度
。

　

避
難
所
な
ど
で
物
資
が
不
足
し
た

場
合
や
応
急
復
旧
活
動
に
重
機
な
ど

が
必
要
な
場
合
、
締
結
事
業
所
か
ら

物
資
機
材
の
提
供
を
受
け
、
迅
速
な

対
応
を
図
る
た
め
の
協
定
。

※出展：愛知県東海地震・東南海地震など被害予測調査報告書
　（平成１５年３月、愛知県防災会議地震部会）

被害予測 (建物被害・ライフライン機能障害状況と避難所生活者数 )

東海・東南海連動型地震による県内各地の震度（想定） 東
海・東
南
海
地
震（
Ｍ
８
想
定
）が
起
き
た
ら
―
市
の
備
え
は
―

市
民
編
集
委
員
が
自
主
防
災
を
考
え
る
特
集
を
組
み
、企
画
・
編
集
し
ま
し
た
。

防
災
協
力
事
業
者
登
録
認
定

災
害
時
に
お
け
る
物
資
調
達
に

関
す
る
協
定
の
締
結

災害発生時における物資調達に関する協定調印
式のようす（５月1３日）

段ボール加工会社と物資調達に
関する協定を締結したときのよ
うす（６月２８日）

新　城 　　　鳳　来 　作　手

全壊（棟）

半壊（棟）

火災消失（棟）

上水道（戸）

電力（口）

電話（件）

下水道（人）

80

480

0

1,600

3,000

450

70

180

710

10

3,400

1,600

450

0

20

70

0

50

210

20

0

建物被害

ライフライン
機能障害

避難所生活者（翌日）（人） 　　　　1,000 　　2,200 　100

項　目 エリア

※平成２１年２月、地域防災計画抜枠

自主防災を考える
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編
集
後
記

　

そ
の
時
、
私
た
ち
は
、
何
を
し
、
何

を
感
じ
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
重
い

タ
ン
ス
の
下
敷
き
に
な
り
、
家
具
を
固

定
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
、
悔
い
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
必
死
で
避
難
所
に

た
ど
り
着
き
、
お
腹
を
空
か
せ
、
家
族

の
た
め
に
水
や
食
料
・
医
薬
品
を
備
蓄

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
考
え
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
け
が
を
し
た
友
人
を
前

に
、「
薬
品
と
救
命
技
術
が
あ
れ
ば
…
」

と
、
な
す
す
べ
も
な
く
う
ず
く
ま
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
、「
そ
う
い
う
災
害
が
来

な
い
こ
と
を
祈
る
」
と
い
う
選
択
肢
は

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
遅
か
れ
早
か

れ
、
新
城
市
は
甚
大
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
の
で
す
。

　

防
災
と
は
い
い
な
が
ら
、
地
震
と
い

う
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
認
識
の
上
で
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
、「
減
災
＝
地
震
な
ど
の
天
災
に

よ
る
被
害
を
少
し
で
も
小
さ
く
抑
え
る

こ
と
」
で
す
。

　

自
ら
と
家
族
を
守
る
た
め
、
そ
し
て

誰
か
の
力
に
な
れ
る
自
分
で
あ
る
た
め

に
、今
で
き
る
こ
と
・
な
す
べ
き
こ
と
を
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
主
防
災
の
基
本
は
、
家
庭
で
す
。

自
分
と
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
が
、
す

べ
て
の
前
提
で
す
。
詳
細
は
、
近
く
配

布
さ
れ
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
譲
り
ま

す
。ど
う
か
、そ
れ
を
テ
ー
ブ
ル
に
の
せ
、

災
害
時
の
避
難
の
方
法
、
連
絡
の
取
り

方
、
非
常
持
出
用
品
、
家
族
の
安
全
を

図
る
た
め
の
約
束
事
に
つ
い
て
、
話
し

合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
は
、
地
域
防
災
を
考
え
る
上
で

も
重
要
で
す
。「
助
け
る
側
の
人
材
に
な

れ
る
こ
と
」
と
、「
自
ら
が
傷
病
者
と
な

ら
な
い
こ
と
」
は
、
と
て
も
近
い
関
係

に
あ
る
か
ら
で
す
。

　

3
･
11
大
震
災
は
、
こ
れ
ま
で

の
災
害
対
策
を
根
本
か
ら
見
直
す

必
要
を
私
た
ち
に
迫
り
ま
し
た
。

　

過
去
最
悪
の
事
例
を
基
準
に
、

同
じ
被
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
す

る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
防

災
施
策
の
考
え
方
で
し
た
。
け
れ

ど
も
今
回
の
震
災
は
、
そ
れ
を
は

る
か
に
越
え
る
災
害
が
起
こ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
る
と

と
も
に
、
そ
れ
が
起
こ
っ
た
と
き

に
い
か
に
人
命
を
守
り
、
被
害
を

最
小
に
抑
え
ら
れ
る
か
が
勝
負
な

の
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
教
訓
か
ら
国
も
、「
減
災
」

の
思
想
を
初
め
て
公
式
に
取
り
入

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
に
と
っ
て
さ
ら
に
衝
撃

的
だ
っ
た
こ
と
は
、
庁
舎
は
も
と

よ
り
行
政
機
能
全
体
が
壊
滅
し
て

し
ま
う
事
態
も
考
え
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

そ
の
時

自
主
防
災
会
と
行
政
区

　

市
内
す
べ
て
の
行
政
区
に
は
、「
自
主

防
災
会
」
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
組
織

は
防
災
会
長
が
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
「
防
災
専
門
員
」
と
い
う
担

当
者
が
い
て
、
普
段
は
災
害
へ
の
備
え

を
、
有
事
に
は
会
長
の
指
示
の
下
、
防

災
活
動
の
中
心
を
担
う
役
割
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

防
災
専
門
員
は
、
な
る
べ
く
複
数
年

そ
の
任
に
つ
き
、救
護
訓
練
・
救
出
訓
練
・

炊
出
訓
練
な
ど
受
け
て
減
災
の
た
め
の

技
術
と
情
報
を
身
に
着
け
、
防
災
訓
練

な
ど
を
通
し
て
地
域
に
伝
え
る
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
行
政
区
は
、「
要
援
護
者
登
録
制

度
（
災
害
時
一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困

家
庭
か
ら
始
め
る
防
災

地
域
防
災
の
現
状

　

災
害
対
策
基
本
法
を
は
じ
め
今

の
法
制
度
で
は
、
災
害
時
に
行
政

機
能
が
ま
っ
た
く
マ
ヒ
し
て
し
ま

う
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

曲
が
り
な
り
に
も
災
害
対
策
本
部

が
立
ち
上
が
り
、
長
の
意
思
決
定

の
下
に
ほ
か
の
公
共
機
関
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
基
本
の

流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
い
つ
で
も
そ
ん
な
シ
ナ

リ
オ
ど
お
り
に
進
む
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
通
常
の
行
政
機
能
が

働
か
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ
れ

に
か
わ
っ
て
地
域
の
自
治
組
織
や

現
場
組
織
が
そ
の
持
ち
場
の
判
断

を
下
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

が
、
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
た
び
、
広
報
市
民
編
集
委

員
の
企
画
で
地
域
自
主
防
災
を
考

え
る
特
集
が
組
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー

な
紙
面
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
安
全
を
と
も
に
考
え
、
と

も
に
行
動
し
て
い
く
新
し
い
ス
テ

ッ
プ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

「
3
･
11
」の
教
訓
と
地
域
防
災

新城市長
　穂積亮次

難
で
、
地
域
の
人
の
手
助
け
を
求
め
る
方

の
登
録
シ
ス
テ
ム
）」
に
よ
る
名
簿
を
管

理
し
、
最
も
命
の
危
険
の
高
い
人
々
を
支

え
る
上
で
、
要
と
な
る
機
関
で
す
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
こ
の
組
織
が
期

待
ど
お
り
の
機
能
を
果
た
せ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
防
災
専
門
員
と
は
い
っ
て

も
、
技
術
の
習
得
に
十
分
な
時
間
を
費

や
す
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
。
ま
た
、

担
当
者
に
よ
っ
て
、
関
わ
り
方
の
差
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
市

民
の
防
災
訓
練
に
対
す
る
意
識
や
緊
張

が
高
ま
ら
ず
、
そ
の
知
恵
や
技
術
が
広

が
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
は

画
期
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
現

実
的
に
働
か
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
制
度
上
、
登
録
者
は
、
支
援
を
求

め
る
相
手
を
2
人
程
度
指
名
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
方
が
、
指
名

欄
が
空
欄
で
あ
る
こ
と
が
現
実
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
防
災
会
で
は
、
数
多
く

の
活
動
を
行
い
な
が
ら
何
人
も
の
要
援

護
者
の
救
出
に
当
た
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
の
約
10
%
を
占

め
る
限
界
集
落
で
は
、
行
政
区
内
で
支

援
に
当
た
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

減
災
は
可
能
か

　

防
災
・
減
災
と
地
域
社
会
の
役
割
に

つ
い
て
が
、
現
代
の
共
通
認
識
と
な
っ

て
い
く
中
、
そ
れ
を
堅
固
な
制
度
へ
と

体
現
し
て
い
く
こ
と
は
、
な
か
な
か
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
編
（
10
月
号
掲
載
予
定
）
で
は
、

防
災
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
意
欲
的
・

先
進
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が

ら
、
私
た
ち
に
、
今
何
が
で
き
る
の

か
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
・
新
潟
・
雲
仙
・
東
日

本
震
災
を
受
け
、
地
域
防
災
は
ど
う

し
て
も
書
き
た
い
テ
ー
マ
で
し
た
。

し
か
し
防
災
の
事
情
に
暗
く
、
執
筆

に
当
た
っ
て
は
多
く
の
方
に
取
材
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
防
災
対

策
課
の
皆
さ
ん
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
の
天
野
さ
ん
・
後
藤
さ
ん
。

そ
し
て
群
馬
大
学
片
田
先
生
。
本
編

は
、
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
・
皆
さ
ん
の
言
葉
を
た
く
さ
ん

お
預
か
り
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

８
月
末
に
は
、
各
地
で
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
我
が
家
の
防
災

対
策
、
地
区
で
の
防
災
訓
練
の
よ
う

す
な
ど
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　昨年11月、巴小学校での訓練のもよ
う。「いい訓練だったと思う。参加者は
年配者が多かった。さまざまな訓練を同
時に進行していたので（すべてを見られ
なかった）、もう少し色々な訓練を見て
みたかった」という声が。今年は県と合
同の訓練を、8月28日（日）ふれあいパーク
鳳来で行います。

防災講演会放送案内

新城市地震防災訓練

この特集は、市民編集員が企画・編集しました。
３ 〔前編〕特集 自主防災を考える

こ
の
特
集
は
、
市
民
編
集
委
員
が
企
画
・
編
集
し
ま
し
た
。

〔ティーズ特別番組〕
新城市自主防災会防災講演会
放映予定　９月1７日㈯、1８日㈰、24日㈭、25日㈰
　　　　　午後７時～
「大規模災害に備えて今求められる地域の防災力・
個人の防災力」
　６月４日㈯に開催された自主防災についての講演会。
災害の「想定」の正体とは。「自らを守ることに主体的
であれ」など、考えさせられる講演です。
講師：片田敏孝氏（災害工学）
　群馬大学広域首都圏防災研究センター長。釜石市防災
アドバイザーを務め、中学生を対象に防災教育を続けた
結果、３月11日では、市内小・中学生の生存率99.8
％という脅威的な成果を上げる。新城市でも、出沢地区の
防災計画に携わっている。
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平
成
18
年
度
か
ら
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
り
、
基
礎
的
事
項
の
情
報

収
集
お
よ
び
調
査
・
検
討
を
行
い
、

建
設
候
補
地
を
３
カ
所
に
絞
り
込
み

ま
し
た
。
市
民
委
員
に
よ
る
「
新
庁

舎
を
考
え
る
検
討
会
議
」
を
設
置

し
、
候
補
地
の
選
定
を
諮
問
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

や
経
済
性
･
効
率
性
の
観
点
・
歴
史

的
な
背
景
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
答

申
が
出
さ
れ
、
平
成
22
年
度
末
に
、

市
と
し
て
建
設
地
を
「
市
民
体
育
館

を
含
む
現
庁
舎
ゾ
ー
ン
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
新
庁
舎
基
本
構
想
市

民
会
議
」
を
設
置
し
、
新
庁
舎
の
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。
な
お
、
基

本
構
想
の
策
定
は
、
「
庁
内
作
業
部

会
」
と
「
設
計
者
」
が
連
携
し
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

今
後
は
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計

を
進
め
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
担
当
・
総
合
政
策
部
）

　
「
平
成
23
年
度
市
政
報
告
・

懇
談
会
」
を
、
５
月
20
日
㈮
か

ら
６
月
22
日
㈬
ま
で
、
市
内
９

カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
政
報
告
の
中
で
、
穂
積
市

長
が
、「
新
庁
舎
建
設
」
と

「
新
城
版
こ
ど
も
園
」
に
つ

い
て
、
担
当
職
員
が
「
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
（
自
治
基

本
）
条
例
」
と
「
地
域
自
治

区
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
か
ら
質
問
や
提
案
な
ど
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
「
新
城
版
こ
ど
も

園
制
度
検
討
委
員
会
」
が
組
織
さ

れ
、
基
本
構
想
が
検
討
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
「
世
代
を
超
え
て
、
と

も
に
生
き
、
と
も
に
育
ち
、
と
も
に

学
び
、
と
も
に
支
え
合
う
、
し
ん
し

ろ
こ
ど
も
園
」
を
基
本
理
念
と
し
て

定
め
ま
し
た
。
基
本
理
念
の
「
と
も

に
」
は
、
子
ど
も
・
保
護
者
・
地
域

の
方
・
保
育
者
な
ど
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
す
べ
て
の
方
や
機
関
が
、

一
つ
の
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
を
表
わ

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
基
本
計
画（
入
園
条

件
･
開
園
日・保
育
時
間・保
育
料
な

ど
）の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
平
成
25
年
４
月
「
新
城
版

こ
ど
も
園
」
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
円

滑
に
事
業
移
行
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
ま
す
。

　
　
　
　
（
担
当
・
総
合
政
策
部
）

市
政
報
告・懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

新
庁
舎
建
設

　

鳥
獣
害
や
ゴ
ミ
の
散
乱
な
ど
、
日

常
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や

価
値
観
の
多
様
化
か
ら
、
地
域
の
中

で
意
見
が
言
え
な
い
（
言
い
づ
ら

い
）
方
が
い
る
と
き
に
、
助
け
合
っ

た
り
、
意
見
を
き
ち
ん
と
伝
え
た
り

で
き
る
仕
組
み
を
主
に
定
め
る
も
の

が
自
治
基
本
条
例
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
、
市
民
21
人
の
委

員
で
組
織
さ
れ
た
「
新
城
市
自
治
基

本
条
例
を
考
え
る
市
民
会
議
」
が
計

22
回
の
会
議
（
茶
話
会
）
を
開
き
、

延
べ
５
０
０
人
の
意
見
を
集
約
し
、

「
市
民
の
こ
と
ば
に
よ
る
新
城
市

自
治
基
本
条
例
（
た
た
き
台
）
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
「
自
治
基
本
条
例
検

討
会
議
」
と
し
て
条
例
案
を
ま
と
め

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
担
当
・
総
合
政
策
部
）

　

地
域
自
治
区
制
度
は
、
市
民
自
身

に
よ
る
活
動
を
通
じ
て
、
あ
る
い

は
、
市
役
所
を
通
じ
て
、
市
民
が
考

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
「
市
民
自

治
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
組

み
で
、
市
民
自
身
の
活
動
を
推
進
す

る
制
度
【
自
治
振
興
事
務
所
の
設

置
、
新
た
な
交
付
金
制
度
の
創
設
な

ど
】
、
市
民
の
意
見
を
的
確
に
市
政

へ
反
映
す
る
制
度
【
地
域
協
議
会
】

か
ら
成
り
立
ち
ま
す
。

　

地
域
自
治
区
制
度
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
と
と
も
に
、
効
果
的
に
市
の
施
策

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

市
政
報
告
・
懇
談
会
で
は
、
地
域

自
治
区
制
度
と
行
政
区
の
関
係
に
関

す
る
質
問
や
地
域
協
議
会
委
員
の
報

酬
に
関
す
る
意
見
を
は
じ
め
、
各
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
質
問
や
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
自

治
区
制
度
に
つ
い
て
、
も
っ
と
説
明

が
欲
し
い
と
の
意
見
も
い
た
だ
き
、

現
在
、
各
地
域
の
会
合
な
ど
が
行
わ

れ
る
機
会
な
ど
を
捉
え
て
説
明
を
行

っ
て
い
ま
す
。

秘
書
広
報
課
　
　
23
‐
7
6
1
8

新
城
版
こ
ど
も
園

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

（
自
治
基
本
）
条
例

地
域
自
治
区

　

今
後
と
も
、
地
域
自
治
区
制
度
を

よ
り
良
い
制
度
と
し
て
い
く
た
め
、

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
質
問
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
企
画
課
）

市
民
の
皆
さ
ん
と
語
る
会

市
民
の
皆
さ
ん
と
語
る
会
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地
域
自
治
区
制
度
実
施
後
の
行

政
費
交
付
金
の
取
り
扱
い
は
？

　

従
来
ど
お
り
を
希
望
す
る
場
合

は
、
従
来
ど
お
り
市
役
所
か
ら
各

行
政
区
へ
お
支
払
い
し
ま
す
。
一

括
交
付
金
化
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
行
政
費
交
付
金
は
一
括
交
付

金
の
中
に
吸
収
さ
れ
、
市
役
所
↓

ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議
↓
行
政
区

の
流
れ
で
配
分
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

市
政
報
告
・
懇
談
会
　
主
な
質
問
と
回
答

QA

QAQA

QA

QA

QA

QA

QA

QQ A

A QA

地
域
自
治
区
制
度

地
域
自
治
区
制
度

　

自
治
基
本
条
例
、
地
域
お
こ
し

会
議
と
地
域
自
治
区
制
度
と
の
関

係
は
？

　

自
治
基
本
条
例
と
地
域
自
治
区

制
度
は
、
市
民
が
主
役
の
地
域
づ

く
り
と
い
う
理
念
で
は
共
通
し
て

い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
会
議
は
、

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
協
議
会
で
地
域
の
意
見
を

順
位
付
け
す
る
こ
と
が
可
能
か
？

地
域
エ
ゴ
で
決
め
ら
れ
な
く
な
る

の
で
は
？

　

住
民
同
士
の
話
し
合
い
で
調
整

を
付
け
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

調
整
が
付
か
な
い
場
合
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
市
が
培
っ

て
き
た
地
域
調
整
の
手
法
を
基
に
、

自
治
振
興
事
務
所
が
調
整
の
お
手

伝
い
を
す
る
予
定
で
す
が
、
調
整

が
付
か
な
い
場
合
は
、
市
へ
任
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
話
し
合
い
を
通

じ
て
お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と

が
、
自
治
に
と
っ
て
大
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

地
域
自
治
区
制
度
と
な
り
、
行

政
区
要
望
が
住
民
会
議
な
ど
を
経

由
す
る
と
要
望
の
実
施
が
遅
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？

　

地
域
自
治
区
制
度
実
施
後
の
行

政
区
要
望
は
、
自
治
振
興
事
務
所

が
受
け
付
け
た
後
、
市
の
担
当
課

へ
送
付
さ
れ
、
要
望
順
位
が
決
定

さ
れ
ま
す
。
要
望
が
叶
わ
な
い
場

合
で
も
、
自
治
振
興
事
務
所
が
持

つ
予
算
の
範
囲
で
処
理
が
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
要
望
が
採
択
さ
れ

る
可
能
性
が
広
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
性
の
高
い
要

望
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
対
応
し

ま
す
の
で
遅
れ
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◎
こ
ん
な
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て

　
い
ま
す
。

•
地
域
自
治
区
制
度
を
導
入
す
る

　

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ

　

し
い
。

•
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議
の
設
置

　

が
必
須
で
は
な
く
な
り
、
地
域

　

自
治
区
制
度
を
導
入
し
や
す
く

　

な
っ
た
。

•
修
正
案
で
は
、
実
施
時
期
が
明

　

示
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急
に
工

　

程
表
を
作
っ
て
、
進
め
て
ほ
し

　

い
。

•
新
し
い
も
の
へ
の
不
安
は
み
ん

　

な
あ
る
と
思
う
が
、
変
化
に
は

　

苦
し
み
が
伴
う
。
不
安
を
解
消

　

す
る
た
め
に
は
前
に
進
ん
で
い

　

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

保
育
園
と
幼
稚
園
の
良
い
と
こ

ろ
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
弱
い
と
こ
ろ
を
う
ま
く
克

服
し
た
こ
ど
も
園
に
し
て
ほ
し
い
。

３
歳
児
以
上
は
誰
で
も
入
園
で
き

る
と
説
明
さ
れ
た
が
、
３
歳
未
満

児
や
学
童
保
育
の
受
け
入
れ
で
は

園
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
ど
う

な
る
か
？

　

未
満
児
の
数
や
保
育
ニ
ー
ズ
を

し
っ
か
り
把
握
し
た
上
で
、
ど
の

程
度
の
施
設
や
職
員
が
必
要
な
の

か
算
定
し
な
い
と
現
時
点
で
は
、

全
園
で
対
応
で
き
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
今
後
一
年
間

で
検
討
し
、
明
確
に
し
ま
す
。
園

新
城
版
こ
ど
も
園

新
城
版
こ
ど
も
園

自
治
基
本
条
例

自
治
基
本
条
例

庁
舎
建
設

庁
舎
建
設

市
民
病
院

市
民
病
院

に
よ
る
相
違
は
、
子
ど
も
が
公
平

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
地
域
性
を
残
し
た
制
度

と
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
城
版
こ
ど
も
園
は
、
認
定
こ

ど
も
園
と
同
じ
も
の
で
す
か
？
も

し
違
う
も
の
な
ら
ば
、
ど
こ
が
違

う
の
で
す
か
？

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
国
が
待
機

児
童
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、

幼
稚
園
も
保
育
園
と
同
じ
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
で
子
ど
も
を
預
か
れ
る

よ
う
に
制
度
を
作
っ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
待
機
児
童
が
な
く
、
す

べ
て
の
保
育
園
・
幼
稚
園
が
公
立
の

園
で
あ
る
た
め
、
よ
り
良
い
子
育

て
環
境
を
作
る
た
め
に
新
城
版
こ

ど
も
園
を
作
っ
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

新
城
版
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
補

助
金
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
や
民
間
参
入
に
つ

い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

　

現
在
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
ど
も
園
制
度
に
は
、
国
も
財
政

的
措
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市

に
と
っ
て
、
最
も
有
利
な
制
度
を

利
用
し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
事
業
者
と

の
連
携
で
は
、
こ
ど
も
園
と
役
割

を
分
担
し
、
連
携
・
補
完
す
る
よ

う
な
形
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
と
地
域
自
治
区

は
関
連
し
て
い
ま
す
か
？

　

地
域
自
治
区
は
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
制
度
を
作
っ
て
い
ま
す

の
で
、
現
時
点
で
は
、「
市
民
の
こ

と
ば
に
よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条

例（
た
た
き
台
）」
の
な
か
で
、
地

域
自
治
区
に
つ
い
て
は
言
及
し
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
市
民
が
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
根
本
の

部
分
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
自
治
基
本
条
例
と
地

域
自
治
区
は
関
連
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

　

庁
舎
は
造
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
も
の
で
す
か
？
借
金
を
し
て
ま

で
造
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

で
す
か
？

　

現
在
あ
る
庁
舎
を
こ
の
ま
ま
使

い
続
け
る
の
は
、
防
災
の
面
か
ら
も

リ
ス
ク
が
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
庁
舎
建
設
は
、
最
終
的
に
は

議
会
が
決
定
す
る
事
に
な
り
ま
す

が
、
地
域
の
声
を
聞
き
、
大
き
な

意
見
が
あ
れ
ば
、
耳
を
傾
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
進
捗
に
つ
い
て
も
、
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
庁
舎
が
つ
ぶ

れ
、
機
能
が
マ
ヒ
し
て
大
変
な
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
く
ら

い
の
耐
震
で
維
持
で
き
る
の
で
す

か
？

　

東
海
・
東
南
海
地
震
の
想
定
の
震

度
の
中
で
設
計
さ
れ
ま
す
が
、
今

回
の
地
震
で
基
準
が
見
直
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
絶
対
に
大
丈

夫
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
最

大
の
危
機
に
備
え
る
よ
う
な
庁
舎

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
庁
舎
は
、
災
害
救
助
・
復

旧
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
市

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
が
豊
川
の
方
へ
行
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
市
民
病
院
の
救

急
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
?

　

市
民
病
院
へ
の
搬
送
率
が
高
か

っ
た
時
期
は
、
65
％
ほ
ど
対
応
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
師
不

足
に
よ
り
、
搬
送
の
制
限
が
か
か

る
よ
う
に
な
る
と
23
％
ま
で
落
ち

込
み
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、

約
35
％
ぐ
ら
い
ま
で
回
復
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
日
の
救
急
は
、

す
べ
て
市
民
病
院
で
受
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
救
急

体
制
の
充
実
・
拡
大
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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前
回
か
ら
、「
市
民
の
こ
と
ば
に
よ

る
新
城
市
自
治
基
本
条
例
（
た
た
き

台
）」
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、「
ま
ち
づ
く
り
と
は
？
」

で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、
主
役
・
心
意
気
な
ど
に
つ
い
て

左
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

「
市
民
の
こ
と
ば
に
よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条
例（
た
た
き
台
）」に
つ
い
て
②

(1) まちづくりとは
・住みやすいまちとなるために、市民が行動することである。
・住みやすいまちとなるために、行政が行動することである。
・住みやすいまちとなるために、議会が行動することである。

(2) まちづくりの主役
・ 市民全員がまちづくりの主人公である。
・「わたしが動けば、新城が変る」という気持ちで、一人一人その力を最大限に発揮 
　し自ら実践する。そのために参加できるしくみをつくる。

(3) まちづくりの心意気
・ 一人ひとりの存在を認め、お互いに信頼と協力の関係を築く。
・ 個人で出来ないことは地域で、地域でできないことは行政で行う。

(4) まちづくりへの参加
・まちづくりに参加する、参加しないは個人の自由であるが、参加しない人にも情報
　提供・共有に努め 関心を高める。
・意見を出し合う仕組みから取り残される世代がないように（特に小・中・高生な
　ど）、この人達が次代の担い手として重要であることを認識し意見を集めるしくみ
　を検討する。

(5) まちづくりのための情報
・市民が物事を判断する上で、情報は必要不可欠であり、行政は市民の知る権利を保
　障しなければならない。

　（共有）
・さまざまな活動が互いに有効に機能するため、それぞれの活動や組織内部の情報を
　共有する。

　（伝え方）
・お年寄り世帯、アパート暮らしの人、外国人などが情報取得の機会を失うことがな
　いようにする。

　（しくみ・場）
・まちの魅力を集める拠点づくりをする。地域活動とその組織など（ボランティア・
　NPO等）が一覧できる場所と機会をつくる。（公民館や支所など）

　（その他）
・地域からの要望等をオープン化する。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   
新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ
③

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   
「市民のことばによる新城市自治基本条例（たたき台）」より
１.  まちづくりとは？　　　～ 抜　粋 ～

総
合
政
策
部
　
　
23
‐
7
6
7
3

住み続けたくなるまちをつくろう！

Q まちづくりって、なに？
Q だれがやるの？
Q まちづくりって難しそう？
Q なかなか参加できないんだけど！
Q 情報がないと参加できないよネ！

あなたも、新城市のルールブックづ
くりに参加しませんか。
検討会議や分科会開催
などの情報を配信して
います。
◎登録はこちら下記のアドレスに空
　メールを送信してください。

自治のたねメール
メール配信はじめました！

ml.setjt@sv-kj8001.city.shinshiro.aichi.jp

自治基本条例についてお互いの疑問に答える（一般の部）

身近な自治（生徒会）について話し合う（高校生の部）

条例をより良く生かすかすための仕組み
（２月号）

自治を創造する仕組み
（1月号）

行政
（1２月号）

地域活動・市民活動
（１1月号）

市民
（1０月号）

まちづくりとは？
（今月号）

なぜ、私たちは自治基本条例を作るのか
（先月号）

新城市自治基本条例検討会議（一般の部）、（高校生の部）以外にも、
分科会の活動を行っています。
・若者の意見を聞く分科会
・お年寄りの声を聞く分科会
・「たたき台」を読む分科会
・広報 (PR) 分科会
・市民総会分科会など

※今回は紙面の都合上、「たたき台」の一部を載せています。詳しくは、市ホームページまたは総合政策部へ
　お問い合わせください。
※今回は紙面の都合上、「たたき台」の一部を載せています。詳しくは、市ホームページまたは総合政策部へ
　お問い合わせください。
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農
業
委
員
会
は
、
自
作
農
の
創
設
や

維
持
、
農
地
利
用
の
確
保
や
効
率
的
な

利
用
の
促
進
、
農
業
経
営
の
合
理
化
な

ど
、
農
業
に
携
わ
る
方
の
利
益
を
守
る

代
表
機
関
と
し
て
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

市
農
業
委
員
の
任
期
（
３
年
）
が
、

10
月
29
日
㈯
に
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、

一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
告
示
日
（
10
月
９
日
㈰
）
に
立
候
補

　

者
が
定
数
（
新
城
10
、
鳳
来
６
、
作

　

手
４
）
を
超
え
な
い
選
挙
区
は
、
投

　

票
を
行
わ
な
い
た
め
、
入
場
券
は
郵

　

送
し
ま
せ
ん
。

　

立
候
補
で
き
る
方
は
、
次
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

１
新
城
市
に
住
所
を
有
す
る
方

２
平
成
３
年
10
月
17
日
以
前
に
生
ま
れ

　

た
方

３
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

　
　

耕
作
の
業
務
を
営
む
方

　

②
①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配

　
　

偶
者
で
、
耕
作
に
従
事
す
る
日
数

　
　

が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
あ
る

　
　

方

　

③
①
の
面
積
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作

　
　

の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の

　
　

組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
、

　
　

耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
お

　
　

お
む
ね
60
日
以
上
あ
る
方

　

立
候
補
の
届
け
出
を
円
滑
に
行
う
た

め
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い（
代
理
人
可
）。

届
け
出
に
必
要
な
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

●
日
時

　

９
月
22
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分

●
場
所

　

市
民
体
育
館

●
日
時

　

10
月
９
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所

　

市
民
体
育
館

　
「
投
票
所
入
場
券
」
は
、
10
月
10
日
㈪

に
郵
送
し
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
に
は
、
有
権
者
の
皆

さ
ん
が
投
票
が
で
き
る
投
票
所
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
た
り
、
紛

失
し
た
と
き
は
、
投
票
所
の
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
買
い
物
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
方
は
、
投
票

日
の
前
に
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入

場
券
裏
面
の
「
宣
誓
書
」
に
あ
ら
か
じ
め

ご
記
入
い
た
だ
く
と
、
投
票
の
受
け
付
け

が
早
く
で
き
ま
す
。

●
期
間

　

10
月
10
日
㈪
〜
15
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
所

　

選
挙
区　
　

期
日
前
投
票
所

　

新　

城　
　

市
役
所 

東
庁
舎

　

鳳　

来　
　

総
合
支
所 

ロ
ビ
ー

　

作　

手　
　

総
合
支
所 

西
庁
舎

※
今
回
の
選
挙
で
は
、
期
日
前
投
票
所

　

が
選
挙
区
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
選
挙
区
の
期
日
前
投
票
所
で

　

は
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

　

市
外
に
滞
在
ま
た
は
旅
行
中
の
方
は
、

滞
在
ま
た
は
旅
行
先
の
市
区
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
郵
便
を
利
用
し
た

投
票
手
続
き
と
な
り
、
日
数
が
か
か
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
、

３
月
31
日
に
確
定
し
た
新
城
市
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

●
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、新
城
市
に

　

住
所
を
有
し
、平
成
３
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
前
述「
立
候
補

　

で
き
る
方
」の
条
件
３
に
該
当
す
る
方

　

で
す
。

●
新
城
市
か
ら
転
出
し
た
方

　

平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
新
城
市

　

か
ら
転
出
し
た
方
は
、投
票
が
で
き
ま

　

せ
ん
。た
だ
し
、
選
挙
期
日
ま
で
に
再

　

転
入
し
た
方
は
、投
票
が
で
き
ま
す
。

●
市
内
で
住
所
の
変
わ
っ
た
方

　

平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
市
内
で

　

住
所
の
変
わ
っ
た
方
は
、前
住
所
地
の

　

投
票
所
で
投
票
に
な
り
ま
す
の
で
、ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

投
票
で
き
る
方

立
候
補
で
き
る
方

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
届
け
出
の
受
け
付
け

あなたの地域の投票所

中 部

杉 山

野 田

豊 島

東 郷 西

東 郷 中

東 郷 東

舟 着

八 名 南

八 名 北

長 篠

能 登 瀬

大 野

巣 山

鳳 来 寺

海 老

連 谷

布 里

愛 郷

山 吉 田

黄 柳 野

鳳 来 東

菅 守

開 成

巴

協 和

勤労青少年ホーム

ちさと館(西部公民館)

野田公民館

千郷西保育園

平井公民館

東郷中保育園

東郷東保育園

塩沢構造改善センター

富岡ふるさと会館(富岡公民館)

一鍬田公民館

鳳来保健センター

東部高齢者生きがいセンター

鳳来中央集会所

巣山老人憩の家

玖老勢コミュニティプラザ

海老構造改善センター

旧連谷保育園

鳳来西小学校体育館

愛郷公民館

山吉田トレーニングセンター

黄柳野小学校体育館

鳳来東小学校体育館

農村集落多目的共同利用施設
開成小学校

巴小学校

農村環境改善センター

東新町、西新町、本町、入船、新城中町、栄町、
橋向、的場、弁天

片山、徳定、山、臼子、今出平、杉山、石田

諏訪、野田、中市場、稲木、上市場東住宅

大野田、豊島、川田、川田原、上市場西住宅

平井、上平井、矢部、富沢、富永

大宮、牛倉、須長、八束穂、竹広、川路 

浅谷、出沢、横川、大海、有海、緑が丘

市川、塩沢、鳥原、吉川

小畑、中宇利、富岡東部、富岡中部、富岡西部

黒田、庭野 、一鍬田、八名井、東清水野

長篠西、本郷、富保、内金上、内金下、蔵平、
小川、栗衣、大平、本久、杉下、芳ケ入
能登瀬、名越、橋平、湯谷、槙原、ドウデイ、
柿平
東矢田、阿寺大沢、井代、睦平、細川、浅畑、
下平、寺林、大峠、引地、大野

秋葉巣山、七郷一色

玖老勢、副川、門谷

海老

四谷、連合

布里、只持、一色、塩瀬、源氏

島田、恩原、大輪、湯島 

高野、竹ノ輪、上新戸、中新戸、下新戸、柿本、
五反田、定国、紺東、紺西、大田輪、
山吉田山中、小阿寺、上吉田

多利野、黄柳野

名号、池場、鳳来川合

守義、菅沼、木和田、善夫

黒瀬、西田原、東田原、岩波、南中河内、
北中河内、明和
長者平、鴨ケ谷、市場、作手須山、北畑、野郷、
作手川合、相寺
和田、見代、戸津呂、杉平、赤羽根、小林、
東高松、大和田、田代

投票区 　　　投　票　所 　　　　行　　政　　区

新
　
　
　
　
　
城
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳
　
　
　
　
　
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　作
　
　
手

選挙区

投票

候補者

新
城
市

期日前
不在者

午前7時～午後8時

投票日

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　    

23
‐
7
6
1
7

選挙

10月
16日㈰

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

新
城
市

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

10月
16日㈰

た
ず
さ
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Shinshiro News Spot

　

市
で
は
、
市
内
企
業
お
よ
び
商

店
街
な
ど
の
振
興
と
、
自
主
財
源

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
保
存

用
フ
ァ
イ
ル
に
広
告
枠
を
設
け
ま

す
。

規　
　

格　

Ａ
４
判　

発
行
部
数　

１
６
’０
０
０
部

発
行
時
期　

平
成
24
年
１
月
予
定

配
布
エ
リ
ア　

市
内
全
域

　

申
込
書
（
第
１
号
様
式
）
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ

　

ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

　

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
秘
書
広
報
課
ま
た
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

10
月
７
日
㈮　

午
後
５
時

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
秘
書
広
報
課

　

23
‐
７
２
９
６

　

info@
city.shinshiro.lg.jp

広
報
し
ん
し
ろ「
ほ
の
か
」保
存
用
フ
ァ
イ
ル
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

第
４
回
愛
知
県
観
光
交
流
サ
ミ
ッ
ト
in
奥
三
河

９
月
23
日
㈷　
　

文
化
会
館

秘
書
広
報
課　
　
23
‐
7
6
2
3

新
庁
舎
建
設
の
設
計
業
者
が
決
定
し
ま
し
た

契
約
検
査
室　
　
23
‐
7
6
1
4

第
２
回　

東
三
河
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

市
国
際
交
流
協
会　
　
23
‐
7
7
8
3

市
観
光
協
会　
　
32
‐
0
0
2
2

奥
三
河
物
産
展

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

　

ハ
ソ
リ
鍋
試
食
会
、
奥
三
河
各

　

地
の
五
平
餅
競
演
、
出
前
軽
ト

　

ラ
市
、
農
産
物
、
お
茶
、
銘
菓
、

　

猪
肉
料
理
な
ど
の
販
売
が
あ
り

　

ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

奥
三
河
民
俗
芸
能
紹
介

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

大
海
の
放
下
、
設
楽
町
貝
津
田

　

棒
の
手
、
和
太
鼓
集
団
「
志
多

　

ら
」
演
奏
、
東
栄
町
河
内
の
花

　

祭
り
、
豊
根
村
下
黒
川
の
花
祭

　

り
の
演
舞
が
あ
り
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

奥
三
河
の
今
！

　

午
後
０
時
50
分
〜
２
時
40
分

　

小
ホ
ー
ル

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
　

　

須
田　

寛
氏

　

㈳
日
本
観
光
協
会
中
部
支
部
長

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　
「
奥
三
河
の
活
力
と
そ
の
課
題
」

　
　

田
村
太
一
氏

　
　

㈱
田
村
組　

代
表
取
締
役　

　
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
に
」

　
　

関
谷　

健
氏

　
　

関
谷
醸
造
㈱ 

代
表
取
締
役

　
「
太
鼓
を
通
じ
て
地
元
貢
献
を
」

　
　

大
脇　

聡
氏

　
　

N
P
O
法
人
て
ほ
へ 

副
理
事
長

　
「
芝
桜
が
支
え
る
地
域
の
活
力
」

　
　

新
木
正
明
氏

　
　

伸
和
建
設
㈱　

代
表
取
締
役

特
別
記
念
講
演

日
本
人
の
底
力

〜
夢
を
叶
え
た
仕
事
人
達

65mm
× 

95mm

広告料
（税込）

掲載面
位　置

枠　数

スペース

色　数

表紙裏面
（Ａ枠）

裏表紙裏面
（B枠）

裏表紙面
（C枠）

８枠８枠１枠

65mm
×

95mm

280mm
× 

190mm

４　色 単　色単　色

５万円２万円30万円

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

　

大
ホ
ー
ル

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ  

〜
挑
戦
者

　

た
ち
〜

　

今
井　

彰
氏　

　

作
家
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ

　

ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

設
計
業
者
の
選
定

　

新
庁
舎
の
基
本
計
画
・
基
本
設

計
を
行
う
業
者
選
定
に
つ
い
て
、

庁
舎
建
設
に
関
す
る
ま
ち
づ
く

り
、
地
場
産
業
、
防
災
、
福
祉
、

環
境
な
ど
の
課
題
に
対
す
る
設
計

業
者
の
考
え
方
や
取
り
組
み
姿
勢

を
評
価
し
選
定
す
る
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
６
社
の
設
計
業
者
か

ら
課
題
解
決
の
提
案
が
あ
り
、
学

識
経
験
者
と
市
職
員
で
構
成
す
る

「
庁
舎
建
設
設
計
業
者
選
定
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
評
価
委
員
会
」
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
提
案
を
評
価
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
位
に
㈱
山
下
設

計
、
２
位
に
㈱
安
井
建
築
設
計
事

務
所
を
特
定
し
、
市
長
に
報
告
し

ま
し
た
。

　

市
は
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
７

月
19
日
に
１
位
の
㈱
山
下
設
計
と

設
計
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
業
者
の
選
定
経
過
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
Ｔ

Ｏ
Ｐ
」↓「
く
ら
し
」↓「
ま
ち
づ
く

り
」↓「
新
庁
舎
建
設
」）
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

㈱
山
下
設
計
は
、
技
術
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
新
庁
舎
基
本
構
想

市
民
会
議
に
参
加
し
、
市
民
と
設

計
者
が
対
話
し
な
が
ら
庁
舎
の
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。
今
年
度

末
ま
で
に
、
そ
の
基
本
構
想
を
反

映
し
た
基
本
計
画
を
策
定
し
、
基

本
計
画
に
沿
っ
て
平
成
24
年
12
月

ま
で
に
基
本
設
計
を
完
了
す
る
予

詳しい内容は、秘書広報課へお問い合わせいただ
くか、市ホームページをご覧ください。

定
で
す
。

市
民
説
明
会
の
開
催

　

市
は
「
市
民
と
つ
く
る
市
民
の

た
め
の
庁
舎
」
を
基
本
方
針
と

し
、
事
業
進
捗
の
節
目
に
市
民
説

明
会
を
計
画
し
ま
す
。

　

ま
ず
９
月
下
旬
に
、
㈱
山
下
設

計
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
庁
舎
建
設

に
関
す
る
提
案
）
の
説
明
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
広
報
し
ん
し

ろ
「
ほ
の
か
」
10
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
22
日
㈰
東
三
河

（
５
市
）
で
、
日
本
語
が
母
国
語

で
な
い
東
三
河
在
住
の
方
を
対
象

と
し
た
、
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
の
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と

を
、
日
本
語
で
発
表
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
周
り
の

外
国
人
の
お
友
だ
ち
を
推
薦
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
１
月
22
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分

　

豊
川
市
音
羽
文
化
セ
ン
タ
ー

　

テ
ー
マ
は
自
由　

　

•
小
・
中
学
生
の
部　

　
　

３
分
以
内
（
約
８
０
０
字
）

　

•
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

　
　

５
分
以
内（
約
１
，０
０
０
字
）

　

日
本
語
が
母
国
語
で
な
い
市
内

　

在
住
の
外
国
人
で
小
学
生
以
上

　

の
方

　

新
城
市
代
表　

　

小
・
中
学
生
の
部　

１
人

　

高
校
生
以
上
の
部　

１
人

　

原
稿
と
申
込
書
を
ご
提
出
い
た

　

だ
き
ま
す
。
電
話
ま
た
は
E
メ

　

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。
詳
し
く
は
、
市
国
際
交

　

流
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

　

siea@
tees.jp

　

９
月
22
日
㈭

　

優
秀
な
方
々
に
は
賞
が
多
数
あ

　

り
ま
す
。

審
査
方
法　

　

新
城
市
で
の
書
類
審
査
に
合
格

　

し
た
方
に
、
当
日
ス
ピ
ー
チ
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

主
催

　

東
三
河
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

　

テ
ス
ト
開
催
実
行
委
員
会

第１回東三河日本語スピーチコンテストのようす

ぼ
う
　
　
　
て

す
　
だ

　

ひ
ろ
し

せ
き
や
　
　
た
け
し

お
お
わ
き
　
　
さ
と
し

あ
ら

き

ま
さ
あ
き

い
ま

い
　
　

あ
き
ら

た
む
ら
も
と
か
ず

こ

う
ち

か
い

つ

だ

し
も
く
ろ
か
わ
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正
規
職
員

　

病
棟
、
手
術
室
な
ど
で
夜
間
・

休
日
勤
務
が
可
能
な
方

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　

市
民
病
院
総
務
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　

８
月
25
日
㈭
〜
９
月
７
日
㈬

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　

市
民
病
院
総
務
課

採
用
条
件

　

試
験
を
行
い
、
合
格
者
は
３
カ

　

月
間
（
10
月
〜
12
月
）
の
試
行 

　

期
間
（
臨
時
職
員
）
の
評
価
に

　

よ
り
正
規
採
用
（
平
成
24
年
１

　

月
採
用
予
定
）
と
し
ま
す
。

試
験
日

　

９
月
15
日
㈭

試
験
内
容

　

作
文
・
面
接
・
適
性
検
査

市
民
病
院
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
病
院
総
務
課　
　
23
‐
7
8
5
2

市民保険課　　23‒7628

転
ば
ぬ
先
の
お
達
者
教
室
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

長
寿
課　
　
23
‐
7
6
8
8

臨
時
職
員

　

主
に
昼
間
の
外
来
・
病
棟
で
の

勤
務
で
す
。
勤
務
時
間
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　

随
時

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　

市
民
病
院
総
務
課

　転
ば
ぬ
先
の
お
達
者
教
室

　
　
〜
転
倒
予
防
教
室
〜

　

人
間
は
、
生
活
の
中
で
約
３
０

０
種
類
も
の
筋
肉
を
使
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
散

歩
し
て
い
て
も
使
う
筋
力
は
最
大

筋
力
の
20
〜
30
％
だ
そ
う
で
す
。

　

活
発
に
体
を
使
う
こ
と
で
、
何

歳
に
な
っ
て
も
筋
力
が
向
上
す
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
10
回
の
教
室
で

無
理
な
く
上
手
に
筋
力
を
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

新
城
・
鳳
来
・
作
手
の
各
保
健

　

セ
ン
タ
ー

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
転
倒
予
防
の

　

た
め
の
運
動

※
１
回
目
と
９
回
目
は
体
力
測
定

　

が
あ
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー　

25
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

平
成
24
年

　

１
月
16
日
㈪
、
23
日
㈪
、
30
日
㈪

　

２
月
６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪

　

27
日
㈪

　

３
月
５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
16
日
㈮

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　

９
月
２
日
㈮
、
９
日
㈮
、
16
日
㈮

　

21
日
㈬
、
30
日
㈮

　

10
月
７
日
㈮
、
14
日
㈮
、
21
日
㈮

　

28
日
㈮

　

11
月
７
日
㈪

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

10
月
18
日
㈫
、
25
日
㈫

　

11
月
１
日
㈫
、
８
日
㈫
、15
日
㈫

　

22
日
㈫
、
29
日
㈫

　

12
月
６
日
㈫
、
12
日
㈪
、
20
日
㈫

　認
知
症
予
防
教
室

　
　
〜
頭
す
っ
き
り
応
援
塾
〜

　

認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る

脳
の
病
気
で
、
85
歳
以
上
で
は
４

人
に
１
人
は
症
状
が
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
知
り
ま
し
ょ
う
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
栄
養
士
・

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
分
か
り

や
す
い
話
が
聞
け
ま
す
。

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

文
化
会
館
３
０
１
講
習
室

※
第
４
回
の
み
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

初
級
編

第
１
回　

９
月
15
日
㈭

　
「
認
知
症
を
知
ろ
う
」

第
２
回　

９
月
27
日
㈫

　
「
栄
養
と
認
知
症
予
防
」

第
３
回　

10
月
５
日
㈬

　
「
か
む
こ
と
の
大
切
さ
」

第
４
回　

10
月
19
日
㈬

　
「
体
を
動
か
し
て
認
知
症
予
防
」

　

65
歳
以
上
の
方

　

40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

　

中
級
編

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
だ
後

は
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
援

す
る
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
学

び
ま
し
ょ
う
。

　

初
級
編
を
修
了
し
た
方
の
う
ち

　

希
望
者

　

日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
初
級

　

編
開
始
時
に
お
知
ら
せ
し
、
申

　

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
北

　

名
古
屋
市
の
回
想
法
セ
ン
タ
ー

　

の
見
学
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
介
護
者
の
座
談
会

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

23
‐
６
８
１
０

　

専
門
医
を
招
い
た
認
知
症
介
護

者
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
日
ご

ろ
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
、
ほ
か
の
人
は
ど

の
よ
う
に
お
世
話
を
し
て
い
る
の

か
、
介
護
の
不
安
を
聞
い
て
欲
し

い
な
ど
、
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感

じ
て
い
る
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
介

護
し
て
い
る
方
た
ち
と
お
話
し
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
直
接
、
専
門
の

医
師
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
け
ま
す
。

第
１
回

　

９
月
30
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー　

第
２
回

　

11
月
30
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

　

文
化
会
館
３
０
１
講
習
室

　

福
祉
村
病
院

　

副
院
長　

伊
苅
弘
之
氏

　

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

　

８
月
22
日
㈪
か
ら
電
話
で
申
し

　

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

必
要
書
類

･
履
歴
書
（
写
真
を
貼
っ
て
く
だ

　

さ
い
）

･
資
格
を
証
す
る
書
類

※
面
接
に
よ
り
採
用
を
決
定
し
ま

　

す
。

※
勤
務
時
間
・
賃
金
な
ど
の
詳
細

　

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

看
護
師

職　

種

人　

員

受
験
資
格
（
年
齢
・
免
許
）

※
年
齢
は
平
成
23
年
９
月
末
現
在

職　

種

人　

員

応
募
資
格
（
年
齢
・
免
許
・
資
格
）

※
年
齢
は
平
成
23
年
９
月
末
現
在

若
干
名

若
干
名

若
干
名

59
歳
以
下
で
、
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方

59
歳
以
下
で
、
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方

看
護
師

看
護
助
手

59
歳
以
下
で
、
ヘ
ル
パ
ー
２
級
ま
た
は
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方

　藤川志穂子氏の退任に伴い、新
たに今泉しげみ氏（鳳来・玖老勢）
が法務大臣から人権擁護委員に委
嘱されました。
　人権擁護委員は、全国の市町村
に配置されており、常に自由人権
思想の普及と高揚に努めます。ま
た、国民の基本的人権が侵犯され
ることのないように監視し、もし
これが侵犯された場合には、その
救済のため、速やかに適切な処置
をとるこが使命とされています。
　相談は無料で、秘密は厳守しま
す。人権侵害と感じた場合の身近
な相談相手ですので、お気軽にご
相談ください。

　市の行政相談委員を務めている
松井和之委員に、業績が顕著であ
るとして、総務大臣表彰が贈られ
ました。国などの行政機関の仕事
に関する意見・要望・問い合わせ
を受け付け、解決を促すための行
政相談は、毎月開催されています。
詳しくは、広報しんしろ「ほのか」
の各種相談をご覧ください。

新しい人権擁護委員が
決まりました　

市民保険課　　23‒7628
総務大臣表彰

今泉しげみ 氏　３５-１１３９

い　

か
り
ひ
ろ
ゆ
き

ふじ かわ し ほ こ
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ヤマザキ
デイリーストアー

GS
151バイパス

とみかわや
清龍

至
長
篠

至
一
宮

杉山
●

●●
●

ココ

文
化
課

　
23
‐
7
6
5
5 

ス
ポ
ー
ツ
課

　
23
‐
7
6
5
3

生
涯
学
習
課

　
23
‐
7
6
5
4

市
民
病
院
総
務
課

　
23
‐
7
8
5
2

消
防
署
鳳
来
分
署

　
32
‐
2
8
8
8

生
涯
学
習
課

　
23
‐
7
6
5
4

三
河
高
原
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
レ
ー
ス
２
０
１
１

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　
35
‐
1
0
0
1 

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　
35
‐
1
0
0
1

地
域
探
訪「
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

看
護
師
復
職
支
援
研
修

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

秋
の
特
別
展「
き
の
こ
」展

初
め
て
の
藍
染
体
験

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
２
０
１
１

「
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

山
の
中
の
コ
ー
ス
を
走
る
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
を
開
催

し
ま
す
。

　

９
月
25
日
㈰

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

※
詳
細
は
、
愛
知
県
オ
リ
エ
ン 

　

テ
ー
リ
ン
グ
協
会
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://aichiol.com

観
来
館
９
月
の
展
示

「
鳳
来
絵
画
同
好
会
展
」

屋
根
の
な
い
博
物
館

現
地
見
学
ツ
ア
ー

地
域
振
興
課

　
32
‐
0
5
1
3

み
に
こ
ん
か
ん

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

●催し・行事●募集

　

看
護
師
の
資
格
を
有
し
な
が

ら
、
就
職
を
し
て
い
な
い
方
を

対
象
に
復
職
支
援
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

　

看
護
の
仕
事
の
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
り
復
職
へ
の
不
安
を
お
持
ち

の
方
、
こ
の
機
会
に
研
修
を
受

け
て
、
看
護
師
資
格
を
も
う
一

度
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

　

９
月
８
日
㈭
、
９
日
㈮

　

市
民
病
院

　

•
８
日　

講
義

　
　
「
最
近
の
看
護
の
動
向
」、　

　
　
「
医
療
事
故
防
止
・
感
染
対

　
　

策
に
つ
い
て
」

　

•
演
習

　
　
「
看
護
技
術
演
習
（
バ
イ
タ

　
　

ル
サ
イ
ン
測
定
・
採
血
・

　
　

注
射
な
ど
）」

　

•
９
日　

病
院
実
習
と
演
習

　
　
「
救
命
蘇
生
」
な
ど

　

市
民
病
院
看
護
師

　

看
護
師
・
准
看
護
師
の
資
格

　

を
持
ち
、
現
在
未
就
業
で
、

　

新
城
以
北
で
の
再
就
職
を
希

　

望
す
る
方

　

無
料

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

８
月
22
日
㈪
〜
９
月
５
日
㈪

後
援　

　

新
城
医
師
会
、
地
域
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー

　

皆
さ
ん
、
９
月
９
日
が
何
の

日
か
ご
存
じ
で
す
か
。
９
（
き

ゅ
う
）
と
９
（
き
ゅ
う
）
で
「
救

急
の
日
」
で
す
。

上
級
救
命
講
習
の
開
催

　

上
級
救
命
講
習
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
救
命

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

　

こ
の
講
習
で
は
、
救
命
の
技

術
を
１
日
か
け
て
細
か
く
習
い

ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
方
の

「
も
し
も
…
」
の
た
め
に
、
講
習

の
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

９
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

消
防
署
鳳
来
分
署

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

　

法
（
成
人
・
小
児
・
乳
児
）・

　

異
物
除
去
要
領
、
止
血
法
・

　

感
染
防
止
・
外
傷
の
手
当
て
・

　

傷
病
者
管
理
・
搬
送
法

　

中
学
生
以
上

　

10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

　

筆
記
用
具
、
昼
食

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し 

　

く
だ
さ
い
。

　

会
員
が
楽
し
み
な
が
ら
描
い
た

作
品（
水
彩
画
・
油
彩
画
）を
展
示

し
ま
す
。毎
月
２
回
の
活
動
の
成

果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

９
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
火
曜
日

　

９
月
25
日
㈰
〜
10
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　

市
内
を
中
心
と
し
た
東
三
河
の

　

野
生
き
の
こ
、
標
本
や
キ
ノ
コ

　

グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど
、
自
然
界

　

の
菌
類
の
働
き
や
食
毒
な
ど
を

　

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

大
人       　
　

２
１
０
円

　

小
・
中
学
生 　

１
０
０
円

　

10
月
２
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
中
止

　
　

設
楽
原
歴
史
資
料
館

　

歴
史
資
料
館
を
出
発
し
、
首
洗

　

い
池
や
鳥
居
強
右
衛
門
の
墓
、

　

鳶
ヶ
巣
山
な
ど
、「
長
篠
・
設
楽

　

原
の
戦
い
」
所
縁
の
場
所
を
巡

　

り
ま
す
。

　

湯
浅
大
司
（
設
楽
原
歴
史
資
料

　

館
主
任
学
芸
員
）

　

10
㎞
程
度
の
距
離
を
歩
け
る
方

　

30
人（
先
着
順
）

　

１
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
へ
直
接
ま
た
は
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

９
月
20
日
㈫

　

弁
当
や
飲
み
物
な
ど
は
、
各
自

　

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

10
月
11
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

　

藍
弘
苑

　
（
新
城
市
字
宮
ノ
前
30
‐
１
）

　

ハ
ン
カ
チ
を
染
め
ま
す
。

　

原
田
弘
子
氏

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

　

15
人（
先
着
順
）

　

１
，０
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
へ
直
接
ま
た
は
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

９
月
28
日
㈬

「
新
城
の
領
家
帯
の
滝
め
ぐ
り
」

　

９
月
４
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

豊
川（
寒
狭
川
）流
域

　

市
役
所
ま
た
は
鳳
来
総
合
支
所

　

仲
井　

豊
氏

　

20
人

　

１
，５
０
０
円

　

筆
記
具
、弁
当
、飲
み
物

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

　

９
月
10
日
㈯　

午
後
６
時

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内

　

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

出
演

・
野
中
久
美
子
氏（
能
管
奏
者
）

・
片
山
旭
星
氏（
筑
前
琵
琶
奏
者
）

・
倉
知
可
英
氏（
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
）

　

大
人　
　
　
　

２
，０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

１
，０
０
０
円

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

広
告

残暑の９月まで着られます

0536-23-2211
新城市杉山字大東２３-６　　Ｅ-ｍａｉｌ：ｓａｋａｇｕｒａ-ｗａｎｉ＠ａｉｒ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

FAX0536-23-7331

量売り焼酎ポ
イ
ン
ト2倍!
ポ
イ
ン
ト2倍!アルミ缶回収

毎
週
日
曜
日

会
員
様

会
員
様

地域密着!!

地域密着!!

公民館行事を応援

祭礼行事を応援

消防団も全て班ごとに会員カード出来てます

祭礼青年様が新規で会員カードを作成 （無料）いただきますと、
寄付として商品券１,０００円分をプレゼント！次年度からは
前年のお買上げ実績に基づき寄付をさせていただきます。

市内の公民館ごとに会員カードが作成済ですので、 会計様
はじめ担当の皆様は、 店頭にて公民館名を言っていただく
だけで「会員価格」にてお得にお買い物できます。

地域密着!!

地域密着!!

公民館行事を応援

祭礼行事を応援

消防団も全て班ごとに会員カード出来てます

〜
山
里
の
月
に
奏
で
、語
り
、舞
う
〜

hri-hakubutukan1@
city.shinshiro.lg.jp

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　
23
‐
7
6
1
2

　
23
‐
2
0
0
2

　joho@
city.shinshiro.lg.jp

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
９
月
分
〕

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対

象
に
、
電
源
の
入
れ
方
や
基
本

操
作
、
簡
単
な
文
書
作
成
な
ど

を
や
さ
し
く
、
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

　

９
月
17
日
㈯　
午
後
1
時
〜
5
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　

ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　

い
方
な
ど
）

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
1
,
0
5
0
円  

　

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　

　

８
月
22
日
㈪
〜
９
月
８
日
㈭

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

suzutatsu@tees.jp

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…

ふれあい相続後見センター　　新城駅前　徒歩2分　【見積り無料】

遺言／相続／後見
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

★出前セミナー開催中★★東三河あんしんネット開設★
♥一人暮らしのお年寄り見守り安心ネット事業（内閣府助成）試験運用中

の
　な
か

く

み

こ

な
か

い
　
　

ゆ
た
か

は
ら

だ

ひ
ろ

こ

あ
い
こ
う
え
ん

か
た
や
ま
き
ょ
く
せ
い

く
ら

ち

か

え

か
な

あ
い
ぞ
め

ゆ

あ
さ
だ
い

じ

ゆ
か
り

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

応募方法

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

お酒は二十歳を過ぎてから
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

台風シーズンは飛来物や倒木が多数発生します｡

切れた電線には絶対にさわらないで！
中部電力に電話して下さい。
中部電力　新城営業所
TEL0120‐985‐631

夜間・休日は豊橋営業所にかかりますが、そのままお話ください。

広
告

広
告

敬
老
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す

議
会
中
継
放
送
を
行
い
ま
す

第
９
回

特
別
弔
慰
金
の
申
請

長
寿
課　

23
‐
7
6
8
8

議
事
調
査
課

　

23
‐
7
6
5
7

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

   

0
5
2
‐
9
5
2
‐
8
1
1
1

福
祉
課

　

23
‐
7
6
2
4

日
本
女
性
会
議
2
0
1
1
松
江

秘
書
広
報
課

　

23
‐
7
6
2
3

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
た
方
が
、
平
成
17
年

４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

の
間
に
亡
く
な
り
、
平
成
21
年
４

月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い

な
い
場
合
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
戦
没
者
な

ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
す
。

・
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

　

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

　

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

　

得
し
た
方

・
戦
没
者
の
子

・
戦
没
者
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
の
皆
さ
ん
に
、お
祝
い
と
し
て

「
敬
老
祝
金
」を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
人
権
に
関
わ
る
悩
み

事
、
心
配
事
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

９
月
５
日
㈪
〜
11
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10
時

　

〜
午
後
５
時

相
談
専
用
電
話（
相
談
担
当
者
・

人
権
擁
護
委
員
）

　

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

つ
な
げ
よ
う 

心
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

〜
対
話
が
つ
く
る
家
庭
の
ぬ
く

も
り
〜

　

長
い
夏
休
み
が
終
わ
っ
た
９

月
は
、
夏
休
み
中
の
不
規
則
な

生
活
に
よ
る
遊
び
癖
や
怠
け
癖

か
ら
、
家
出
す
る
少
年
た
ち
が

増
加
す
る
時
期
で
す
。

　

少
年
た
ち
は
、
夏
休
み
中
、

夜
遅
く
ま
で
遊
び
、
た
ま
り
場

な
ど
で
問
題
行
動
を
起
こ
し
、

新
学
期
に
規
則
正
し
い
生
活
が

で
き
な
く
な
り
、
安
易
な
気
持

ち
で
家
出
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
暴
力
団
が
、
こ
れ
ら

の
少
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
、

言
葉
巧
み
に
誘
い
、
風
俗
営
業

店
な
ど
で
働
か
せ
た
り
、
売
春

を
強
要
し
、
少
年
が
短
期
間
の

う
ち
に
転
落
例
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

警
察
で
は
、
こ
の
時
期
に
、
駅
・

繁
華
街
で
の
街
頭
補
導
や
風
俗

営
業
所
な
ど
へ
の
立
ち
入
り
調

査
を
強
力
に
行
い
、
家
出
少
年

の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

新
城
の
お
茶
文
化
の
始
ま
り

文
化
課　
　

23
‐
7
6
5
5

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

　

新
城
は
お
茶
ど
こ
ろ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
始
ま
り
は
江
戸
時
代
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
慶
安

元
年
（
1
6
4
8
）、
野
田

城
主
で
あ
っ
た
菅
沼
定
盈
の

孫
、
定
実
が
殿
様
と
し
て
、

新
城
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

定
実
は
大
変
風
流
な
殿
様

で
、
豊
川
の
川
岸
を
整
備
し

て
桜
渕
を
造
り
、
三
河
の
嵐

山
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
茶
道
に
も

関
心
が
深
く
、
宗　

流
と
い

う
茶
道
の
流
派
を
開
い
た
山

田
宗　

の
弟
子
と
し
て
、
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
技

量
は
宗　

か
ら
「
四
方
庵
」

と
い
う
庵
号
を
授
か
る
ほ
ど

で
し
た
。

　

近
年
の
研
究
に
よ
り
定
実

の
父
、
定
芳
も
お
茶
へ
の
造

詣
が
深
く
、
将
軍
家
御
用
御

茶
師
で
あ
っ
た
宇
治
の
上
林

家
と
深
い
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

菅
沼
家
は
代
々
、
殿
様
と

し
て
領
地
の
経
営
に
当
た
る

と
と
も
に
「
四
方
庵
」
を
名

乗
り
、
新
城
の
お
茶
文
化
を

支
え
て
き
ま
し
た
。

再
発
見
！
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四方庵　額字(宝堅寺所蔵)

菅沼定志作　茶碗(宝堅寺所蔵)

菅沼定実書状

　

市
議
会
９
月
定
例
会
の
よ
う
す

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

　

９
月
６
日
㈫　

一
般
質
問

　

９
月
７
日
㈬　

一
般
質
問

　

９
月
８
日
㈭　

一
般
質
問
（
予

　

備
日
）

　

い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議

事
の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ

　

ル
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
語
ろ
う
・
紡
ご
う
、”
だ
ん
だ

ん
“
の
縁
を
世
界
へ
」
を
テ
ー
マ

に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
島
根
県
松
江
市
で
３
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

松
江
テ
ル
サ
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ

　

10
月
14
日
㈮ 

　

分
科
会
（
10
分
科
会
）

　

交
流
会
（
午
後
５
時
）

　

10
月
15
日
㈯ 

　

開
会
式
、
基
調
報
告
、
記
念

　

講
演
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
シ
ン

　

ポ
ジ
ウ
ム
、
閉
会
式

　

10
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰

　

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

　

９
月
13
日
㈫

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.joseikaigi

　

2011m
atsue.jp/

　

案
内
・
参
加
申
込
書
は
秘
書
広

　

報
課
に
あ
り
ま
す
。

お
祝
い
の

基
準

対
象
年
齢

区
分

敬
老
祝
金

卒
寿
の

祝
い

１
０
０
歳

以
上
の

祝
い

90
歳

（
大
正
10
年

生
ま
れ
）

１
０
０
歳

以
上

（
明
治
44
年

生
ま
れ
以
前
）

１
0
，0
0
0
円

3
0
，0
0
0
円

読みごたえあるノンフィクション
作品などを紹介します。

「生きてるだけで価値がある」
松田陽子／著　サンマーク出版　
がん・子育て・離婚などのさまざ
まな「宿命」を背負いながらも、
あるきっかけから
それを「使命」だ
と思い直し、前を
向き始める女性シ
ンガーソングライタ
ー。彼女の夢と希
望に満ちたノンフィ
クションです。

「骨の記憶」
藤原智美／作　集英社
　骨を巡る小説｢空に舞う君へ｣と
ノンフィクッション｢骨格標本になっ
た人類学者｣を１冊にまとめた、芥
川賞作家による新
しいスタイルの作品
です。書名からの
連想とは裏腹なす
っきりとした文章
が、ラストまて飽き
させず引っ張って
いきます。

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請
可。後日、自宅に郵送。
ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊
まで鳳来・作手各総合支所へ届けま
す。

■最近一年間の文学賞、ノンフィ
　クション賞などの受賞作を集め
　ます。

新城図書館
23‐2333    24‐3415

●募集●そのほか

特集コーナー展示について

新城図書館のご案内
開館時間　午前9時～午後8時
連日開館　休館日は月末1日のみ
貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

新
城
警
察
署
だ
よ
り

新
城
警
察
署　

　

22
‐
0
1
1
0

　

母
④
兄
弟
姉
妹
な
ど

･
前
記
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三

　

親
等
内
の
親
族

※
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
、
引
き
続

　

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

　

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

　

請
求
期
限
は
平
成
24
年
４
月
２

　

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
期
限

　

を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
権
利

　

が
消
滅
し
、
特
別
弔
慰
金
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

　

す
。

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

♯
９
１

１
０

〜
９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の

日
」
〜

　

県
警
察
で
は
、
警
察
安
全
相

談
窓
口
と
し
て
警
察
本
部
お
よ

び
全
警
察
署
に
「
住
民
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
け
、
皆
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

ち
ょ
う

い

え
に
し

つ
む

さ
だ
み
つ

さだゆき

さ
だ
ざ
ね

そ
う
へ
ん

さ
だ
よ
し

ぞ
う

そ
つ
じ
ゅ

か
ん
ば
や
し

け
い

よ

ほ
う
あ
ん

ふじわらとも み

まつ だ よう こ



25 2011.9 242011.925 2011.9

環境課  　    　23‐7677　  23‐8388
生活衛生課　　22‐0521　  22‐0554

※
右
記
の
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

や
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
の
「
譲
り
た
い 

　

も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
へ
の

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
活

　

衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
2
2

　

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　

生
活
衛
生
課
あ
て

   

22
‐
0
5
2
1

　

clean-center@city.shinshiro.lg.jp

　

T
O
P
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ
サ 

　

イ
ク
ル
↓
リ
ユ
ー
ス
の
広
場

譲
り
た
い
も
の

・
自
転
車
（
大
人
用
）

・
電
子
レ
ン
ジ
（
シ
ャ
ー
プ
製
）

・
低
反
発
マ
ッ
ト
レ
ス
（
セ
ミ
ダ
ブ
ル
）

・
エ
プ
ソ
ン
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

　
Ｉ
Ｃ
５
Ｃ
Ｌ
０
５
（
カ
ラ
ー
）
、

　
　
Ｉ
Ｃ
１
Ｂ
Ｋ
０
５
Ｗ
（
ブ
ラ
ッ
ク
）

　

（
未
使
用
品
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

・
50
㏄
バ
イ
ク

・
子
ど
も
服
（
１
歳
〜
５
歳
用
）

　

県
内
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
日
数

は
、
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
22
年
度
の
予
報
・
注
意
報

の
合
計
発
令
日
数
は
12
日
で
、
平
成
21

年
度
の
合
計
日
数
14
日
と
比
べ
や
や
減

少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
令
日
数

は
、
気
象
条
件
な
ど
に
も
影
響
さ
れ
や

す
く
、
年
に
よ
り
増
減
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
11
日
に
は
、
市
を
含
む
東

三
河
区
域
に
、
「
予
報
」
が
発
令
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
発
令
情
報
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は

　

工
場
の
ば
い
煙
や
自
動
車
の
排
出
ガ

ス
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ

ｘ
）
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ

Ｃ
）
な
ど
が
、
太
陽
の
紫
外
線
を
受
け

て
化
学
反
応
を
起
こ
す
と
、
「
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
物
質
が

発
生
し
、
大
気
が
白
く
モ
ヤ
が
か
か
っ

た
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

発
生
し
や
す
い
条
件
と
は

　

毎
年
、
４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
発

生
し
や
す
く
、
そ
の
条
件
は
、

①
気
温
が
高
い

②
日
差
し
が
強
い

③
風
が
弱
い

な
ど
、
気
象
の
影
響
を
強
く
受
け
ま

す
。

　

今
年
度
か
ら
、「
衣
類
・
布
類
」
を
対

象
に
化
学
繊
維
製
品
が
追
加
さ
れ
、
資

源
化
す
る
衣
類
が
増
え
ま
し
た
。

　

資
源
と
し
て
の
対
象
品
、
対
象
外
品

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

資
源
と
し
て
出
さ
れ
た
「
衣
類
・
布

エコとぴっくすエコとぴっくすエコとぴっくす

今
月
の

類
」
は
、
そ
の
ま
ま
古
着
と
し
て
再
利

用
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
濡
れ
て

い
た
り
、
食
べ
こ
ぼ
し
な
ど
で
汚
れ
て

い
た
り
す
る
と
、
カ
ビ
が
発
生
し
、
ほ

か
の
き
れ
い
な
衣
類
に
も
影
響
し
、
再

利
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
そ
の
ま
ま
次
の
人
に
譲
れ

る
状
態
の
も
の
」
を
目
安
に
分
別
し
て

く
だ
さ
い
。

「
新
城
市
の
環
境
」
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
③

　

市
で
は
、
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い

て
、
環
境
報
告
書
「
新
城
市
の
環
境
」

を
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
広

報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
7
月
号
に
続

き
、
市
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
や
、
報

告
書
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

     

「
市
民
が
つ
な
ぐ 

山
の
湊 

創
造
都

市
」は
、市
の
総
合
計
画
で
掲
げ
る
、目
指

す
ま
ち
の
将
来
像
で
す
。こ
の
将
来
像
の

実
現
に
向
け
、環
境
基
本
計
画
で
は
五
つ

の
「
わ
た
し
た
ち
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

設
定
し
て
い
ま
す
。環
境
報
告
書
で
は
、

こ
の
五
つ
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
の
体
系
に

沿
っ
て
、市
の
施
策
や
現
況
な
ど
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
3

「
交
流
と
教
育・文
化
の
ま
ち
」

【
環
境
教
育
拠
点
の
整
備
】
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
主
に「
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物

館
」
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
会
や
講
座
、

展
示
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

鳳
来
寺
山
を
中
心
と
し
た
奥
三
河
の
自

然
に
関
す
る
展
示
、足
元
の
自
然
を
テ
ー

マ
に
し
た
特
別
展
、
野
外
学
習
会
、
子
ど

も
向
け
自
然
講
座
、現
地
見
学
ツ
ア
ー
な

ど
の
活
発
な
活
動
状
況
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。ま
た
、

環
境
教
育
・

学
習
と
し
て

毎
年
実
施
し

て
い
る
「
親

と
子
の
走
る

環
境
教
室
」

に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
い

ま
す
。

【
史
跡
、名
勝
、天
然
記
念
物
や
建
造
物
の

保
持
】で
は
、
戦
国
時
代
以
後
の
遺
構
の

一
部
を
確
認
し
た
長
篠
城
址
史
跡
保
存

整
備
事
業
に
つ
い
て
や
、
市
内
の
指
定

文
化
財
の
一
覧
表
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
自
治
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ・Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
の
交

流
】で
は
、
公
募
の
市
民
実
行
委
員
会
に

よ
る
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
」
の

開
催
や
森
林
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
中
心
と

し
た
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※
新
城
市
の
環
境（
平
成
22
年
度
版
）は
、

　
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
新
城
図
書
館

　
（
ふ
る
さ
と
情
報
館
）」「
環
境
課（
市
民

　

体
育
館
一
階
）」で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
課
で
行
う「
し
ん
し
ろ
エ

　

コ
･
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」で
も
貸
し
出
し

　

を
し
て
い
ま
す
。

予
報
や
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

　

被
害
の
未
然
防
止
が
最
も
大
切
で

す
。
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
や
め
て

「
な
る
べ
く
屋
内
で
過
ご
す
」
、
「
外

の
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
風
向
き
を
考

え
て
窓
を
閉
め
る
」
な
ど
の
対
応
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

屋
外
で
「
眼
が
チ
カ
チ
カ
す
る
」
、

「
の
ど
が
痛
い
」
な
ど
の
症
状
が
で
た

と
き
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
十
分
に
行

い
、
涼
し
い
屋
内
で
休
息
し
、
新
城
保

健
セ
ン
タ
ー
（　

23‐８
５
５
１
）
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
症
状
が
改

善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
で
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
な
ど
の
発
令

情
報
は
、
「
愛
知
県
大
気
汚
染
常
時
監

視
結
果
」

　

http://taiki-kankyo-aichi.jp/

　

kankyo/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
・
注
意
報
の
発
令
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
・
注
意
報
の
発
令
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

衣
類
・
布
類
の
出
し
方

「
そ
の
ま
ま
次
の
人
に
譲
れ
る

状
態
の
も
の
」
を

対
象
外
品
は
出
さ
な
い
で

多
量
の
衣
類
・
布
類
は
資
源

集
積
セ
ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入

　

地
区
の
資
源
回
収
会
場
や
市
の
資
源

集
積
セ
ン
タ
ー
に
出
さ
れ
る
衣
類
・
布

類
の
中
に
、
布
団
や
じ
ゅ
う
た
ん
、
カ

ー
テ
ン
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
靴
下
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
、
資
源
の
対
象
外
品
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

資
源
回
収
会
場
に
出
す
衣
類
の
量
は

20
枚
以
内
、
シ
ー
ツ
や
毛
布
は
５
枚
以

内
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
多
量
に

出
し
た
い
場
合
は
、
資
源
集
積
セ
ン
タ

ー
へ
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金

は
無
料
で
す
。

■
搬
入
日
時

　

祝
日
を
除
く
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

　

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
曜
日
は
、
午
前
９
時
〜
正
午

■
受
付
場
所

　

生
活
衛
生
課
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

↑回収業者から返品された対象外品：バッグ、帯、ハンガー、
　ベルト、布団類など

衣類・布類の分け方の例

●身回り品
雨カッパ、帯ひも、カバン
類、靴下、毛糸球、鯉のぼ
り、財布、サスペンダー、ス
カーフ、スリッパ、帽子、足
袋、手袋、人形、ぬいぐる
み、ネクタイ、ハンカチ、パ
ンスト、風呂敷、ベルト、マ
フラーなど
●寝具類・インテリア類
足拭きマット、カーテン、ク
ッション、玄関マット、座布
団、じゅうたん、布団、便座
カバー、枕など
●汚れや破れなどのある衣類
●ペット用品

●衣類
皮ジャン、着物、コート、作
業着、下着、肌着、ジージャ
ン、ジーパン、ジャージー、
ジャンパー、ジャケット、ス
エット、スカート、スキーウ
ェア、スーツ、ズボン、制
服、セーター、Ｔシャツ、パ
ジャマ、ポロシャツ、綿パ
ン、Ｙシャツなど
●衣類以外
シーツ、フェイスタオル、バ
スタオル、布団カバー、毛布
など

対象外品（可燃ごみ） 対象品（資源）

金属製のチャックやボタンは
必ず取り除いてから出してく
ださい。

チャックやボタンなどは取り
除く必要はありません。

※集めた衣類などは、そのまま再利用されたり、繊維業者でウエスや車の内装材などに
　リサイクルされたりします。

ひ　

と

み
な
と

ち
っ　

そ

き
は
つ
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社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

お問い
合わせ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　

９
月
13
日
㈫

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

９
月
21
日
㈬

　

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
正
午

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、創
作
活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　

安
を
感
じ
て
い
る
方

　
　

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　

９
月
３
日
㈯

　

乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症

　

（
午
後
実
施
）

　

大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

　

（
午
前
実
施
）

　
　

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

９
月
12
日
㈪　

午
後
実
施

　

乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

９
月
25
日
㈰　

午
前
実
施

※
乳
が
ん
は
午
後
の
み
実
施

　

（
午
前
の
乳
が
ん
検
診
は
定
員

　

に
達
し
ま
し
た
）

　

大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が

　

ん
・
前
立
腺
が
ん

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　

二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

　

行
い
ま
す
。

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在

大
腸
が
ん
検
診
と
喀
痰
検
査
を
希

望
す
る
方
に
検
査
容
器
を
随
時
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。提
出
日
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

大
腸
が
ん
検
診

　

２
日
間
自
宅
で
便
を
採
り
ま
す
。

　

喀
痰
検
査

　

３
日
間
な
る
べ
く
連
続
で
た
ん

　

を
採
り
ま
す
。（
た
ん
の
出
な
い

　

方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

　

大
腸
が
ん　

３
０
０
円

　

喀
痰
検
査　

５
０
０
円

　

９
月
８
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

交
流
会
、
リ
カ
バ
リ
ー
ヨ
ガ　

　

１
歳
未
満
の
乳
児
と
そ
の
家
族

　

15
組

　

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
、

　

水
分
な
ど

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
29
日
㈭

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
22
年
11
月
〜
平
成
23
月
２

　

月
生
ま
れ
の
乳
児
と
そ
の
保
護

　

者

　

12
組

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　

筆
記
用
具

　

９
月
22
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　

接
種
可
能
年
齢
が
20
歳
未
満
ま

　

で
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
７
年
６
月
１
日
〜
平
成
19

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
完
了
し

　

て
い
な
い
方

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新

　

城
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
胃
が
ん
・
乳
が
ん
は
40
歳
を
、

　

子
宮
が
ん
は
20
歳
を
過
ぎ
た
ら

　

積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
30
日
㈮
ま
で
実
施

　

昭
和
16
・
26
・
36
・
46
・
56
年

　

生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
通

　

知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
通

　

知
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
忘

　

れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

シリーズ第51話

市民病院総務課　　23‐7852

　

腰
痛
の
原
因
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
有

名
な
も
の
の
一
つ
に
「
椎
間
板
ヘ
ル

ニ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。

　

椎
間
板
と
は
、
背
骨
の
骨
と
骨
の

間
に
あ
る
軟
骨
の
こ
と
で
、
ク
ッ
シ

ョ
ン
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

老
化
や
激
し
い
運
動
な
ど
で
こ
の
椎

間
板
が
飛
び
出
し
、
神
経
を
圧
迫
す

る
こ
と
が
あ
り
、
激
し
い
痛
み
や
し

び
れ
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
が

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
す
。

　

首
か
ら
腰
ま
で
ど
の
場
所
に
も
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
圧

倒
的
に
多
い
の
は
腰
の
部
分
で
起
こ

り
ま
す
。
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の

症
状
は
、
お
尻
か
ら
足
に
か
け
て
激

し
い
痛
み
が
あ
り
ま
す
。
咳
や
く
し

ゃ
み
を
し
た
だ
け
で
も
、
飛
び
上
が

る
ほ
ど
の
痛
み
と
な
る
こ
と
も
特
徴

の
一
つ
で
す
。
そ
の
ヘ
ル
ニ
ア
の
程

度
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
自

覚
症
状
と
し
て
は
、「
長
く
立
っ
て

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
長
く
歩

い
て
い
る
と
腰
が
痛
く
な
る
」「
ず

っ
と
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
」「
座
っ

た
り
立
っ
た
り
す
る
こ
と
が
つ
ら
く

な
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
「
腰
が
前
に
曲
が
り
に
く
い
」「
腰

や
背
中
が
ひ
ど
く
凝
る
」「
腰
を
曲

げ
る
と
太
も
も
や
ふ
く
ら
は
ぎ
に
し

び
れ
る
よ
う
な
痛
み
が
走
る
」「
歩

行
困
難
に
な
る
」「
尿
が
出
に
く
く

な
っ
た
り
、
便
秘
が
ち
に
な
る
」
な

ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
、
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
の
可
能
性
を
疑
い
早
め
に
整

形
外
科
な
ど
の
専
門
医
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
な
る

と
、
初
期
の
段
階
で
は
湿
布
や
鎮
痛

薬
を
使
い
、
安
静
に
す
る
こ
と
で
症

状
が
和
ら
ぎ
ま
す
が
、
い
っ
た
ん
は

治
っ
た
と
思
っ
て
も
再
発
す
る
危
険

性
が
高
く
、
症
状
が
重
い
場
合
に
は

手
術
を
お
勧
め
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
を
予
防
す
る
に

は
、
正
し
い
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
、

腹
筋
や
背
筋
、
下
半
身
の
筋
肉
を
鍛

え
る
た
め
の
軽
く
汗
を
か
く
程
度
の

運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）
を
習

慣
づ
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
最
近

で
は
子
ど
も
の
姿
勢
の
悪
さ
が
話
題

に
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
の

う
ち
か
ら
直
し
て
お
か
な
い
と
、
い

ず
れ
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
よ
う

な
症
状
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

予
防
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
太
り

過
ぎ
な
い
こ
と
」「
長
時
間
同
じ
姿

勢
を
と
ら
な
い
こ
と
」「
寝
具
は
少

し
硬
め
に
す
る
こ
と
」「
寝
こ
ろ
ん

で
本
を
読
ん
だ
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

し
な
い
こ
と
」
な
ど
背
骨
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
重
い
物
を
持
ち
上
げ
る
」「
引

っ
張
る
」「
体
を
ひ
ね
る
」
な
ど
の

動
作
を
行
う
と
き
に
は
細
心
の
注
意

を
払
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
は
、
ぎ

っ
く
り
腰
の
よ
う
に
急
に
痛
む
急
性

型
の
ヘ
ル
ニ
ア
と
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
痛

み
が
出
て
く
る
慢
性
型
の
ヘ
ル
ニ
ア

が
あ
り
ま
す
。

　

急
性
型
の
ヘ
ル
ニ
ア
は
重
い
物
を

持
ち
上
げ
た
り
、
体
を
不
意
に
ひ
ね

っ
た
り
す
る
こ
と
で
激
し
い
痛
み
に

襲
わ
れ
ま
す
が
、
安
静
に
し
て
い
れ

ば
時
間
と
と
も
に
痛
み
が
和
ら
ぎ
ま

す
。痛
み
が
和
ら
い
だ
と
い
っ
て
も
、

椎
間
板
が
損
傷
し
て
い
る
こ
と
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
し
ま
う
と
、
再
び
腰
に
負
担

が
か
か
っ
た
と
き
に
さ
ら
な
る
神
経

の
圧
迫
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の

で
、
早
め
に
医
療
機
関
へ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

市民病院　整形外科

　診療部長　　藤岡克博
ふ じ お か か つ ひ ろ

デ
ン
タ
ル
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　（
個
別
歯
周
疾
患
検
診
）

産
後
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
）

大
腸
が
ん
検
診
・
喀
痰
検
査

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

ほのか診察室ほのか診察室

日
本
脳
炎
の
特
例
措
置

　

大
腸
が
ん      　
　

３
０
０
円

　

乳
が
ん　
　
　

１
，
３
０
０
円

　

（
40
歳
代　

１
，
４
０
０
円
）

　

子
宮
が
ん　
　
　
　

８
０
０
円

　

前
立
腺
が
ん　
　
　

５
０
０
円

　
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診　
４
０
０
円

検診科目：（自己負担金） 実施医療機関（各医療機関にご予約ください）

胃がん　　1,000円
（バリウムによる検査）

子宮がん　1,000円
（子宮頸部の細胞診）

乳がん　　1,000円
（マンモグラフィーと視触診）

新城地区：今泉病院・高木内科医院・ちさと医院・茶臼山厚生病院
　　　　　のだクリニック・むらまつ内科・市民病院  
鳳来地区：静厳堂医院・ながしのクリニック・星野病院・宮本病院
作手地区：作手診療所 

　　　　　荻野医院・市民病院

　　　　　市民病院
　　　　　※40歳代の方の乳がん検診は二方向のレントゲン撮影を
　　　　　　行います。（自己負担金１,１００円）

　　

9
月
は
が
ん
征
圧

月
間
で
す

9
月
は
が
ん
征
圧

月
間
で
す

医療機関でのがん検診 「
健
や
か
な
未
来
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
検
診
」

か
く
た
ん

よ
う

つ
い

つ
い

か
ん

ば
ん

けい
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ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

新
城
地
区
小
学
校
水
泳
大
会

住田裕子弁護士による
市民消費者講演会

　今年も、県内最大規模の自転車ロード
レース「ツール・ド・新城」が新城総合
公園および周辺道路で開催されました。
　全国から約1,000人がエントリーし、白
熱したレースが繰り広げられました。
　また、自転車試乗会、トークショーや
物産展など、一日中イベントを楽しむこ
とができました。

　新城小学校で新城地区小学校水泳大会
が開催されました。
　種目は自由形、平泳ぎ、200ｍリレー
で、児童たちによる熱き戦いを見ること
ができました。
　児童たちにとっても、自分の成長を実
感することができ、新たな目標を持つ1
日となりました。

　「行列のできる法律相談所」でおなじみの住田
裕子弁護士による、「消費者トラブルについて」
の講演会が文化会館大会議室で開催されました。
　悪質商法や契約に関する法律など、ユーモアを
交えて分かりやすくお話ししていただきました。

秘書広報課　　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp

◉お知ら
せ…!! 

♥とって
おきの写

真

☀あなた
の身近な

話題皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
耳
寄
り
な
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

❶上新粉に砂糖を少々加えながら混ぜ合わせる。
❷熱湯を加えながら、手早く耳たぶくらいの硬さにこね
　る。
❸❷をピンポン玉くらいの大きさに丸め、たっぷりの湯
　でゆでる。浮き上がってから４～５分ゆで、取り出し
　たら冷ます。

お月見だんご

協力:食育推進実行委員会（農村輝きネット・しんしろ）

　旧暦の8月15日は、現在の9月18日前後で満月に
当たります。この日を「十五夜」と呼び、満月に
はお団子や野菜を供えて月を観賞し、秋の収穫を
報告しました。
　縁側や縁台にすすきを飾り、月見団子、きぬか
づき、枝豆などを供えました。満月の光に当てて
夜露のついたものを食べると、自然の生命力が体
内に宿り長生きできると伝えられ、月が昇り夜露
がついたお供えを下げて食べました。このため、
ゆでたり、蒸したりした、すぐに食べられるもの
を供えました。また、すすきは神の目印と言わ
れ、一緒に供えました。

「食育を推進しています」毎月19日はおうちでごはんの日

　高温多湿の夏場は、1年のうちで感電や電
気事故の最も多い季節です。このため、経
済産業省の主唱のもと、全国一斉に電気使
用安全を呼びかけています。

家庭での
チェックポイント
●傷ついた電線、コードを使っていません
　か？
●洗濯機、電子レンジにアースは取り付け
　てありますか？
●一つのコンセントからたくさんの電気を
　使っていませんか？

電気のご相談・お問い合わせは
財団法人中部電気保安協会　豊川事業所
　0533-85-3178

エネルギー　　　　89kcal ・ 食塩　1.0g

エネルギー　　　　725kcal

材料

材料

作り方

７月２日土
～３日日 ７月22日金

７月27日水

お月見のお供えお月見のお供え

上新粉　200ｇ ・ 砂糖　少々

❶里芋は皮付きのままゆで、塩を加えて余熱で蒸らす。
❷芋の上部に包丁で切り込みを入れ、皮をつまんでむく。

きぬかづき

作り方

里芋　４～５個 ・ 塩　少々

家庭でも電気の安全点検を！家庭でも電気の安全点検を！

障がい者スキルアップ講座
（在職者訓練）受講者募集

200mリレー男子

50m自由形女子

　　愛知障害者職業能力開発校
　　0533-93-2102　　0533-93-6554
　　noryokukaihatsuko@pref.aichi.lg.jp
　在職中の障がい者を対象に、職業教育を目
的とした２日間の訓練を実施しています。２
コースの中からどちらかお選びください。
　①１０月１日㈯、８日㈯
　②１０月２２日㈯、２９日㈯
　愛知障害者職業能力開発校
　（豊川市一宮町上新切３３－１４）
　①PowerPoint2007ビジネス活用
　②簿記検定３級受験対策
　各１０人
　訓練コース名、住所、氏名、電話番号、生年月
　日、障がいの程度を記入し、メール、封書また
　はファックスでお申し込みください。
※ホームページから所定の様式をダウンロー
　ドできます。
    http://www.pref.aichi.jp/shugyo/koukyou/shogaisha/
   ①９月２２日（木）
　②１０月１４日（金）必着　　　　　　　　　　 

障がい者スキルアップ講座
（在職者訓練）受講者募集

じょうしん こ

す み た ひ ろ こ

やど
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
3
6
5
日
24
時
間
最
寄
り
の
医

療
機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　

22
‐
1
1
3
3

　

    http://w
w
w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
7
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

＃
8
0
0
0〔
短
縮
電
話
番
号
〕

　
　

0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ     

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　

午
後
9
時
〜
翌
朝
午
前
9
時

 

0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事   

務

製   

造

全
職
種
計

6４
人

3６
人

17
人

125
人

408
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機

関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で

す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希

　

望
者
への
紹
介
、履
歴
書
・   

   

職
務
経
歴
書
な
ど
各
種

　

書
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ

   

ス
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

会
社
な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　

求
人
条
件
に
関
す
る
相

　

談

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
23
年
６
月
末
現
在

相 談 名　　　　　　　　　　　　と　　　　　き 　　　　　　　　 と こ ろ  申し込み・問い合わせ
児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こころ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

新城保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第1会議室

鳳来開発センター

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

毎週月～金曜日　（要予約）

9/5（月）　午前9時　（要予約）

9/5（月）　午前10時　（要予約）

9/2(金）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

9/８(木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

９/８（木）午前10時～午後3時※5日（月）正午までに要予約

９/30（金）午前10時～午後3時※２７日（火）正午までに要予約

９/7（水）　午後1時～4時（要予約）

９/14（水）、2８（水）　午後1時～4時（要予約）

９/１（木）　午後1時～4時

９/21（水）　午後1時～4時

９/12（月）　午後1時～4時

９/9（金）　午後1時～4時

９/14（水）　午後1時30分～3時30分

９/2８（水）　午後4時～8時　（要予約）

９/９（金）、３０（金）　午前10時30分～午後2時30分

９/１５（木）　午後6時～8時

９/２０（火）　午後1時～4時

９/２１（水）　午前10時～午後4時※正午～午後1時は休憩

９/９（金）　午後1時～4時　（要予約）

９/１３（火）　午後1時～4時

９/２１（水）　午後1時～4時

９/2７（火）　午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

９/１７（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会作手センター

社会福祉協議会

社会福祉協議会

市民活動サポートセンター
企 画 課

フリー ダ イヤ ル

フリー ダ イヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

２３-８５５１

37-2839

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-762１

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

3２-１９８3

23-7625

23-7640

22年 30

17

－13

0

0

0

40

23

－17

40

23

－17

131

107

－24

23年

増減

7月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身
事故
件数

物損
事故
件数

167

150

－17

1

2

1

221

178

－43

222

180

－42

697

736

39

22年

23年

増減

分

累計
7月末
現在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

市内の交通事故状況

9月



322011.9

【決戦に臨む信長の作戦】

広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい植物油インキおよび再生紙を使用しています。 
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23
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◆第6回◆

織田信長肖像画（清州市総見院所蔵）

　

戦
国
時
代
の
人
た
ち
は
た
く

さ
ん
の
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

有
名
な
「
一
筆
啓
上
、火
の
用
心
、

お
仙
泣
か
す
な
、
馬
肥
や
せ
」

と
い
う
徳
川
家
康
の
家
臣
で
あ

る
本
多
作
左
衛
門
が
家
族
に
宛

て
た
手
紙
も
、
こ
の
決
戦
の
と

き
に
設
楽
原
よ
り
出
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

織
田
信
長
も
こ
の
戦
い
に
つ

い
て
4
通
の
手
紙
を
書
い
て
い

ま
す
。

①
5
月
15
日
の
手
紙

　

こ
の
と
き
、
信
長
は
岡
崎
に

い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
鳥
居
強

右
衛
門
が
岡
崎
に
到
着
し
た
日

で
す
。

　

信
長
は
こ
の
日
の
手
紙
で
、

「
鉄
砲
の
射
手
や
玉
や
火
薬
を
充

分
に
準
備
し
て
く
れ
て
あ
り
が

た
い
。
長
篠
は
ま
だ
ま
だ
大
丈

夫
の
よ
う
だ
。
明
日
は
敵
と
近

い
と
こ
ろ
ま
で
進
め
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
戦
い
で

は
負
け
る
よ
う
な
気
が
し
な
い
」

と
書
い
て
い
ま
す
。
信
長
の
火

縄
銃
を
使
っ
て
戦
う
と
い
う
、

作
戦
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
5
月
20
日
の
手
紙

　

決
戦
の
前
日
に
書
か
れ
た
手

紙
で
す
。
い
よ
い
よ
設
楽
原
に

陣
地
を
置
き
、
い
つ
戦
い
が
始

ま
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
緊
迫

し
た
状
況
の
中
、「
鉄
砲
の
こ
と

は
あ
り
が
と
う
。
長
篠
ま
で
あ

と
３
里
（
12
㎞
）
の
と
こ
ろ
で

武
田
軍
と
遭
遇
し
た
。
あ
と
少

し
で
武
田
軍
を
根
絶
や
し
に
す

る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
」
と
書

い
て
い
ま
す
。
長
篠
か
ら
３
里

と
い
う
と
、
新
城
市
と
豊
川
市

の
境
辺
り
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

辺
り
ま
で
武
田
軍
が
、
連
合
軍

の
よ
う
す
を
確
認
す
る
た
め
に

出
向
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

③
5
月
21
日
の
手
紙

　

こ
の
手
紙
は
決
戦
の
直
後
に

書
か
れ
た
も
の
で
す
。
簡
単
で

す
が
、
戦
い
の
よ
う
す
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。「
早
朝
よ
り
数
時

間
に
及
ん
だ
戦
い
で
、
武
田
軍

を
残
ら
ず
討
ち
取
っ
た
。
協
力

し
て
く
れ
た
鉄
砲
の
射
手
は
そ

ち
ら
に
帰
し
た
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。
戦
い
の
済
ん
だ
直
後

な
の
で
、
信
長
と
い
え
ど
も
、

ま
だ
戦
い
の
詳
し
い
よ
う
す
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
圧
勝
し
た
こ
と
だ
け
伝
え

る
手
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
5
月
26
日
の
手
紙

　

戦
い
が
終
わ
り
、
か
な
り
落

ち
着
い
た
こ
ろ
に
書
か
れ
た
手

紙
で
す
。「
武
田
勝
頼
を
討
ち
取

っ
た
と
思
う
け
ど
、
ま
だ
確
認

で
き
て
い
な
い
。
ま
あ
、
生
き

て
い
て
も
、
も
う
大
し
た
こ
と

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
か

な
り
強
気
な
こ
と
を
書
い
て
い

ま
す
。
信
長
に
と
っ
て
も
こ
の

戦
い
は
天
下
統
一
に
向
け
て
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
戦
い

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

◆
誰
に
宛
て
た
手
紙
か

　

こ
の
４
通
の
手
紙
は
す
べ
て

家
臣
の
長
岡
兵
部
太
夫
と
い
う

人
物
に
宛
て
た
も
の
で
す
。
長

岡
は
朝
廷
と
太
い
パ
イ
プ
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
信
長
は
長
岡

を
通
し
て
、
長
篠
・
設
楽
原
の

戦
い
の
よ
う
す
を
朝
廷
に
知
ら

せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

織田信長の手紙織田信長の手紙
【決戦に臨む信長の作戦】

さ
く

ざ

え

も
ん

し
ゃ
し
ゅ

な
が
お
か
ひ
ょ
う

ぶ

だ

ゆ
う
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